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1: 50,000 地質図幅

説        明         書                                                                                ( 昭和 32 年稿 )

東 茂 住
( 金沢―第 36 号 )

　本図幅調査は昭和 29 年度事業として行われた。おもに手取層群が分布する地

域を河合が担当し，飛驒変成岩類ならびに船津花崗岩類の分布する地域を野沢が

担当した。

　現地調査に際して，三井金属鉱業株式会社より神岡鉱山近傍の資料を供与され，

同社・神岡営林署・富山営林署・大山町役場および北陸電力株式会社から調査上

の便宜が与えられた。

I. 　地　　　形

　本地域は飛驒高原の北部に位置する。域外の東に接近して飛驒山脈に属する黒部五

郎岳・北ノ俣岳・太郎山および薬師岳等からなる標高 2，500m 級の高峯群がほヾ南

北に走り，本地域は北ノ俣岳および太郎山等の西山腹を含み，飛驒山脈北部西翼に当

る。図版 1 は域内から薬師岳を望んだものである。本地域の東部では海抜 1，700m 以

上の諸峯が聳え，地形は急峻をきわめ満壮年期の地貌を呈する。

　西部に至るにつれて，山嶺は漸次に高さを減じ，中部以西では一般に海抜 1，400m

以下の高原性山岳地帯を形成する。

　飛驒山脈の高峯群が域内をはずれているので，山嶺は特定の方向を示すことが少

なく，ほヾ中央部を弯曲しながら東西に走る北ノ俣岳・寺地山・大多和峠・横岳・高

幡山・池ノ山を結ぶ山嶺が，岐阜・富山両県の境界をなしている。

　河川の流路は，地形を反映して西または北に向かうのが普通である。高
たか

原
ら

川は遙か

南方の穂高岳・焼岳等に源を発し，南東方域外の双六岳・三ツ俣蓮華岳等を源とする
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a：薬師岳　 b：太郎兵衛平（太郎山）

図版 1 　薬 師 岳
有峰南東の峠（1,802 ｍ）から北東を望む

金木戸川を合わせる。金木戸川は域内の南東部をよぎって域外に出て，南西方で高原

川に合流する。高原川は北進して本域の西部を過ぎ，寺地山を源流とする跡津川を併

わせ，北西部の束猪谷の西方域外において高山市の南から北進する宮川と合して，こ

こから神
じ ん ず う が わ

通 川になる。

　神通川は高幡山を源流とする長
な が と が わ

棟川を併せて富山平野に達し，東笠山や西笠山に源

を有する熊野川を併せて富山湾に注ぐ。神通川はその上流の主要集水域を岐阜県内に

有し，下流は県境を横切って富山県に達する。

　北東域の真川・和田川および小口川はいずれも前述の県境の東半部山嶺を分水嶺と

し，東側の高峯に並走して北に向かって流れ，常願寺川に合流して富山湾に達する。

　河川はいずれも山岳地帯に急峻な峡谷を刻み，断崖や絶壁をつくり，V 字谷を形成

する急流である。図版 2 に金木戸川の峡谷を示した。河川は断層の影響をうけること

が多い。その好例は跡津川で，断層に沿って流路を種々の方向に転じている。

　本地域の南半部には広く飛驒変成岩類および船津花崗岩が基盤として露出する。飛

驒変成岩類の分布地域は高峯には乏しいが，嶮岨な悪地形をつくり，しばしば崩壊地

などの荒廃地を生じている。図版 3 は跡津川下流に見られる崩壊地である。船津花崗

岩の分布地域は飛驒変成岩類の分布地域には劣るが，なお嶮岨で，かつ高い山岳をつ

くる。



a：神岡鉱山水力発電所貯水池　b：神岡営林署軌道用トンネル入口

 ｃ：手前の屋根は神岡営林署金木戸事莇所

　　図版 2　金木戸川峡谷 ( 場所　金木戸川上流，西に向かって写す )

                      a：砂防堰堤   b：工事用見張小屋

　崩壊地は 500m 近い長さに亘っている。岩石は飛驒変成岩類

                      岡版 3　跡 津 川 の 崩 壊 地

                 （跡津川部落南方から北北西に向かって写す )                
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a：有峰東谷の沖積平原

b：この附近の緩い斜面には礫層が分布する

図版 4　有 峰 盆 地

( 有峰南東の山腹から写す）

　北半部に分布する手取層群の地域は，基盤の露出に比較して嶮岨の度合が劣るが，

山頂部を安山岩類や石英斑岩類が占めているところ，河畔に基盤が露出する近傍の地

域，あるいは河川の上流地域等では手取層群の分布地域でもきわめて嶮岨である。

　河川の流域にはまれに小起伏の山地がある。そのおもなものは有峰・森茂－打保附

近などに見られるもので，海抜 1,000 ～ 1,300m 附近にある小規模な平坦面には礫層

が分布し，洪積世の堆積盆地の存在を示す。図版 4 に有峰盆地の平坦面を示す。東猪

谷附近の高原川流域には幾つかの階段状をした平坦面註 1) があり，段丘堆積物によっ

て構成され，もっとも高位のものは海抜 400 ～ 600m( 比高 200 ～ 400m) にある。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
註 1)　佐藤伝蔵は南方の船津附近のものについて述べている 12)。
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II. 　地　　　質

II. 1　概　　 説

　この附近の組織的な地質調査は，坂市太郎 1) によって始められた。大塚専一 3) は域

外の北方を調査し，加藤鉄之助 9) は飛驒山脈を中心として調査し，野田勢次郎は神岡

鉱山 10) を調査した。佐藤伝蔵が野田とともに 20 万分の 1 地質図幅高山 16) を調査する

に及んで，本地域の概要が明らかとなった。1920 年頃から神岡鉱山附近に関して種々

第 1 表  地質系統の総括
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の研究が行われ，各大学の卒業論丈のための研究も多い。1948 年頃以降は種々の研究

が急速に行われ，本地域の地質はさらに明瞭となってきた。

　本地域を構成する地質系統を大別して，基盤岩類・中生界および新生界とする。第

1 表に本地域の地質系統を総括した。

　基盤を構成するものは飛驒変成岩類および船津花崗岩である。変成岩類は南部地域

において神岡鉱山の諸鉱床の母岩をなし，また船津花崗岩は飛驒変成岩類と密接な関

係をもっているので，多くの地質学者によって研究され，資料も多い。

　手取層群は粗粒の堆積物で，岩質変化の著しい堆積物である。手取層群中には大き

くみて 2 つの顕著な不整合註 2) が知られる。この不整合は場所によっては整合（？）

になることもある。下部は海成層を含み，九頭竜亜層群とよばれ，中部および上部は

陸成層を主として一部に半鹹半淡成層を含み，それぞれ石徹白および赤岩亜層群とよ

ばれる。

　本地域の手取層群は古くからその存在が知られたが，鉱床とは直接の関係がないた

めと，不便な山岳地帯に分布するので，研究が遅れていた。

　手取層群の詳細な区分は今村外治 (1933，1937) によって行われた。最近において

は，本調査に加えて前田四郎 107) による常願寺川流域の調査，野沢保および坂木亨に

よる 5 万分の 1 五百石地質図幅調査註 3) が行われ，柴田秀賢・原喜久男 95) および平山

健 95) らによる北アルプス山岳地帯の調査などによって，本地域近傍，とくに北方への

手取層群の分布，地質構造および層序などが明らかとなった。

　本地域の手取層群は北方に連続した部分と密接な関係があるので，第 1 図にこれら

の地域の略図を示した。この附近の手取層群は僅かの海成層と，大部分の陸成層とか

らなる。海成層は今村外治 37)47) が桐谷南方で発見した桐谷層と，本地域の東坂森累

層とがあり，九頭竜亜層群に属する。陸成層は石徹白亜層群―赤岩亜層群である。

　石英斑岩類には 2 通りのものがあり，1 つは赤岩亜層群に密接に伴なうものであり，

他はこれより新期に貫入したものであり，これは鉱床の生成と関係があると信ぜられ

る。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
註 2)　下位の不整合は上田良一・松尾秀邦 63) および前田四郎 68)74)77) により，上位の不整合は前田 75)78) によ

　　　って報告された。

註 3)　調査中，未刊，その要約は 20 万分の 1 富山県地質図に示されている 112)。
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　図幅地域の西部神岡町横山の河床には，手取層群と基盤との間には衝上断層が存在

し，三浦仲平註 4) によって発見された。これは横山衝上とよばれる。北域の祐
すけのぶ

延には

祐延衝上がある。新生界には，第三系に当る粗粒玄武岩と安山岩類とがあり，第四系

には洪積統の礫層と冲積層とがある。礫層および冲積層は，山地の急斜面の中腹等に

きわめて小規模な分布を示すことがあるが，このようなものは地質図から省略した。

　　　　　　　　　　　　II. 2　飛 驒 変 成 岩 類

　本岩は，本図幅地域の南西部に広い露出を占め，本図幅地域においても，また本邦

においても，もっとも古い基盤岩類の一つで，西南日本内帯北部にほヾ NE-SW 方向

に連なるものである。本図幅地域は，西隣の白木峰図幅とならんで，そのもっとも大

きな中央部の分布地域となっている。

　本岩の分布は，東側は，ほヾ ENE または N-S 方向の境界で船津花崗岩に接し，

北側は，不整合または断層をもって中生層に接する。本図幅地域内での分布の南端，

鹿間南方では，境界が ENE から NNE へまがる部分に相当する。

　本岩の構造は，大きくみると，ほヾ NNW に走る。これは，飛驒変成岩の構造が，

全体としては NE-SW 方向へつながりながら，部分的に階段状に変化しているので，

その南北性の部分に相当するものである。本岩は，さらに細部では，複雑な構造をも

つ。その著しいものの一つは，栃洞坑附近でみられるような小褶曲で，褶曲軸は N

NE 方向に走り，SW 方向に傾斜している。これは，すぐ東側に NNE 方向の断層が

あり，それにひきづられたような形態で，同種の断層と褶曲構造は，小規模にはさら

に吉ケ原などでも知られる。

　本岩は岩相の変化に富むが，おもなものは，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩・黒

雲母花崗閃緑岩質片麻岩・角閃岩・閃緑岩質片麻岩・斑粝岩・晶質石灰岩・透輝石閃

緑岩・黒雲母片岩・黒雲母透輝石片岩および各種のアプライト質，ペグマタイト質岩

石である。

　本岩には，全体にわたってミロナイトの発達が著しく，ことに，栃洞坑・前平南西

方・跡津川沿岸・大津山・東茂住・西茂住・中山などに発達する。本岩のミロナイト

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

註 4)　東大卒論 (1925 年 )
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は，緑簾石および緑泥石の発達が著しく，岩石は緑色を帯びる。緑簾石は，しばしば

脈状に発達する。鏡下では，石英および長石の再結晶が認められる。本岩のミロナイ

トは，船津花崗岩類との接触部附近にも広く発達し，船津花崗岩類のミロナイトにつ

づき，性質もよく似ているように思われるので，同一のミロナイト化作用に属するも

のと考えられる。

　II.  2.  1　黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩

　本岩は，本図幅地域内の飛驒変成岩にもっとも多い岩相で，その大部分を占める。

岩相の変化が著しく，包有物に富み，黒雲母および角閃石によって著しい片理があた

えられる。本岩のなかで，もっとも多い岩相は，粗粒，優白色，時に赤桃色になり，

比較的均質であって，高原川沿岸各地・大津山・奥山などに好露出が観察されるもの

である。しばしば，優白帯と優黒帯とが幅数 cm または数 10cm の細かな縞状構造を

つくる。

　鏡下でみると，本岩は，おもに黒雲母・角閃石・斜長石・石英および微斜長石から

なり，ごく少量のチタン石・ヂルコン様鉱物・燐灰石・褐簾石および鉄鉱を伴なう。

構造はミグマタイト質で，かなり大きな角閃石および斜長石と，その一部を交代し，

間隙をうめる細粒の微斜長石・斜長石および石英がグラノブラスト構造を呈する。角

閃石は，一般に緑色，多色性著しく，長さ 2 ～ 10mm の長柱状半自形，しばしば双

晶し，篩状構造を呈して他の鉱物を包有することもある。また，黒雲母と密接に関係

して産出する。二屋などで見られるように，中央部に透輝石をもち，その周囲が緑色

角閃石にとりまかれ，周縁の一部には，黒雲母片を附着させている例もある。黒雲母

は，ほとんど常に緑泥石・緑簾石・葡萄石化する。斜長石は，大きさ 2 ～ 6mm，自形

または半自形，集片双晶がよく発達し，累帯構造はほとんどなく，変質の著しいこと

が多い。成分は，ほヾ灰曹長石であるが，細粒のものでは，著しく曹長石成分に富む

ものも含まれる。微斜長石は，岩石によって量の増減があり，まれには大きき 1cm

に近い変晶状となるが，多くは細粒である。石英は大きき 1cm に達する他形で，し

ばしば虫状に片理方向にのびる。チタン石は，大きさ 5mm に達することもあり，自

形，しばしば局部的に濃集する。褐簾石は，常に緑簾石に伴ない，比較的まれである

が，大きさ 5mm に達する自形をつくる。
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　II.  2.  2　黒雲母花崗閃緑岩質片麻岩

　本岩は，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩のなかに，入りまじって挾まれ，相互に

漸移する。高原川沿岸木地屋・割石・二屋・土などで好露出が観察されるが，分布

は，飛驒変成岩全体にわたり，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩についで多い。本岩

もまた，岩相の変化が著しく，包有物に富み，黒雲母によって著しい片理があたえら

れる。しばしば，優白帯と優黒帯とが幅数 cm または数 10cm の細かな縞状構造をつ

くる。本岩のなかでもっとも多い岩相は，中粒，優白質または赤桃色の比較的均質な

岩相である。

　鏡下でみると，本岩はおもに黒雲母・斜長石・石英および微斜長石からなり，燐灰

石・鉄鉱・ジルコン様鉱物を少量ふくむ。また，まれにはチタン石および褐簾石の少

量もあらわれることもある。構造および造岩鉱物の主要な性質は，黒雲母角閃石花崗

閃緑岩質片麻岩の場合と同一で，こゝでも黒雲母はほとんど葡萄石・緑泥石化してい

る。微斜長石は，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩よりいくらか多いようで，その斑

晶状の巨晶は，大きさ 12mm 以上に達するものがあり，鹿間・栃洞附近・西茂住附

近などに多い。

　II. 2. 3　角閃岩および閃緑岩質片麻岩

　閃緑岩は，本図幅地域内の飛驒変成岩では，大部分中粒または細粒で，角閃岩に漸

移する性質のものなので，一括してとりあつかう。もちろん，閃緑岩の一部には，斑

粝岩質のものも多少ふくまれる。

　本岩は，飛驒変成岩全体のなかに，広く小岩体としてふくまれる。本岩は，かなり

大きな岩体をつくることもあるが，レンズ状に黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩のな

かにふくまれることが多い。円山坑・土附近などでは，優白色の花崗岩質の部分を混

えながらも，径数 100m にわたって分布する。レンズ状岩体は，幅数 cm から数 m，

長さ数 10cm から数 m のことが多い。また，レンズ状岩体は，しばしば，優白色と幅

数 cm の縞伏互層の部分をふくむ。その他，アプライトまたはペグマタイト質岩石の

なかに，アグマタイト質の角礫としてふくまれることもあり，栃洞坑・円山坑，その

他高原川沿岸各地でみいだされる。また，後に述べるような岩脈状包有物 ( 玢岩およ
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び煌斑岩質岩脈の項参照 ) で，角閃岩または細粒の閃緑岩質片麻岩となっているもの

があり，鹿間その他で観察される。一般に片理が著しい .

　鏡下でみると，本岩の大部分は，産状に多少の差があっても，いずれも比較的よく

似た性質を呈する。本岩はおもに角閃石・黒雲母および斜長石からなり，少量の鉄鉱・

燐灰石・チタン石などをふくむ。角閃岩および細粒の閃緑岩質片麻岩では，角閃石は

一般に緑色で，大きき 0.2 ～ 2.0mm，自形または塊状半自形，しばしば双晶し，多色

性が著しい。黒雲母は，ほとんど常に緑泥石・葡萄石化するが，時にはかなり多量に

露われ，角閃石と同じくらいの量になる。斜長石は柱状半自形で，大きさ 0.5 ～ 1.5

mm，または塊状半自形で大きき 0.1 ～ 1.0mm，集片双晶は一般には著しいが，小粒

のものにあっては，しばしばないこともある。成分は，ほヾ中性長石または曹灰長石

である。燐灰石は，しばしば著しく多量で，鉄鉱や角閃石・黒雲母の周囲に濃集する。

一般にはまれであるが，西漆山の斑粝岩体の附近の細粒閃緑岩には，緑色角閃石の縁

をもった透輝石もみいだされる。

　本岩のやゝ粗粒な岩相の鏡下の性質は，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩とほとん

ど同じであるが，優黒色で，角閃石が多く，微斜長石をふくまない。

　角閃岩および閃緑岩質片麻岩は，黒雲母角閃石花崗閃緑岩などの飛驒変成岩に移化

する。また，本岩は飛驒変成岩のなかにあって，その構造は周囲の飛驒変成岩の構造

に平行し，分布形もほヾこれに従うことが多い。それ故，本岩の大部分は，飛驒変成

岩の原岩の一部と考えられる。しかし，一部には，飛驒変成作用またはそれに関係

する深成作用に由来する斑粝岩，または岩脈起原の岩石もふくまれているようであ

る。

　II.  2. 4　斑 粝 岩

　本岩は，飛驒変成岩中処々に塊状の小岩体をなして散点する。神岡町前平・鹿間南

方・西漆山などの岩体は代表的で，なかでも前平の岩体は，径 500m に達する分布を

もつ。そのほか，牧平・二屋・大津山附近などにも，小規模な露出が知られる。

　本岩は，粗粒で，角閃石の巨晶をふくみ，しばしば優白色のアプライト質脈を伴な

う。角閃石は，鹿間南方の岩体では，大きさ 10cm に達し，一部は櫛歯状にならび，

いわゆる “  Gabbro pegmati te  ” をつくる。
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　鏡下でみると，本岩はおもに緑色角閃石および斜長石からなり，鉄鉱および燐灰石

を少量伴ない，普通は変質が著しいので，透角閃石・緑簾石・緑泥石・方解石などを

生ずる。角閃石は，一般に緑色で，大きき 5cm に達することもあり，自形または斜

長石に対して他形，しばしば双晶する。また，中心部はやゝ褐色，周縁部は緑色では

っきりした境目のない累帯構造をつくることもある。斜長石は，大きさ 2cm に達す

る自形で，集片双晶がよく発達し，一般に変質が著しい。多くは累帯構造が発達し，

成分は中心部でほヾ曹灰長石である。土や二屋附近の岩体で，しばしばみられるよう

に，変質した黒雲母片が，かなり多量にふくまれることがある。

　本岩の一部には，脈状または塊状に，細粒で緻密な変輝緑岩様の外観をもった優黒

色部を伴なうことがある。また，一部には，斜長石・石英およびごく少量の緑色角閃

石・チタン石または透輝石の小粒をふくむアプライト様岩脈の発達があり，鹿間南方

の岩体においても観察される。本岩の大部分の苦土鉱物は，緑色角閃石からなるが，

その代わりに透輝石または橄欖石をふくむものの転石が，大洞山山腹などでみいださ

れるので，この種のものも分布すると考えられる。

　本岩と周囲の飛驒変成岩類との関係は，著しく複雑である，。本岩の分布形態は，周

囲の飛驒変成岩を切るようにみえるが，その境界附近でみると，相互に漸移すること

があるばかりか，西漆山や鹿間南方の岩体では，周囲の飛驒変成岩の構造に平行な片

状構造を示す部分さえある。それ故，本岩の少なくとも一部は，飛驒変成岩の変成作

用の以前またはその途中で形成された火成岩のように思われる。しかし，細粒の角閃

岩層をペグマタイト質岩脈が貫ぬいて，角閃石は大きき 10cm 以上に肥大し，斑粝岩

様の外観をもつにいたるものもあるので，塩基性堆積岩に由来するものも含まれるの

ではないかと思われる。

　II.  2. 5　晶 質 石 灰 岩

　本岩は，本図幅地域内の飛驒変成岩に多いばかりでなく，飛驒変成岩全体に特微的

に多い。本岩は，東茂住・西茂住・奥山東方・土・東漆山・二屋・吉原・大津山附近・

栃洞坑内外などでよく観察される。本岩の分布形態は，多くはレンズ状で，個々の岩

体は，長さ数 m から数 10m まで，幅数 10cm から数 10m のものまである。もっと

も大きいものの一つに栃洞坑鉱床が胚胎している。このように径数 100m にわたっ
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て，巨大な晶質石灰岩の肥大し，濃集している部分は，もめたり，褶曲軸部にあたっ

たりすることがあるので，本岩の形態には，堆積後の変形作用，ことに飛驒変成作用

に関係して，変成をうけたものもあると考えられる。このような例は，小規模には，

高原川沿岸・二屋，その他で観察される。また，本岩は，しばしば幅数 cm または数

m の互層をつくり，黒雲母透輝石片岩・透輝石閃緑岩などの優黒帯と美しい縞状構造

をつくるものが，高原川沿岸・土下流・切雲谷などで観察される。

　本岩には，しばしば各種の包有物がふくまれる。珪質の角閃石石英閃緑岩・透輝石

スカルン・黒雲母透輝石片岩などである。スカルンの包有物は，多くは幅数 cm また

は数 m の帯状をなして石灰岩中にあることが多い。これらの包有物は，相互に平行

し，周囲の飛驒変成岩の構造にも平行することが多い。

　本岩は，ほとんど巨晶の方解石からなる糖晶質であるが，一般に南方から北方へゆ

くにつれて粒度が減じてゆく傾向がある。南の栃洞坑附近では，径 10mm 前後，茂

住坑附近では，径 2mm 前後になり，粒度の変化はかなり著しい。一般に粒度の粗い

ものでは白色，細かくなると灰色がかってくる傾向がある。

　本岩は，方解石のほかに，少量の透輝石・白色雲母・黒鉛・緑泥石などをふくむ。

これらの包有物は，石灰岩中の特定の帯に濃集する場合が多い。黒鉛は，径 3mm 前

後の麟片であるが，鱗片の配列が一定の方向をもつことは，部分的に知られるが，一

般に少ない。緑泥石は，しばしば塊状にふくまれ，コンドロド石または橄欖石後の変

質仮晶と考えられる。

　石灰岩と花崗岩質片麻岩との間には，後に述べる透輝石閃緑岩が発達することが多

い。両者の直接接触部には，スカルンができる。スカルン帯は，一般に狭く，幅数 cm

のことが多い。スカルンには，透輝石および柘榴石がほとんど常にみいだされるが，

珪灰鉄鉱・コンドロド石などをもふくむ。珪灰石はあることとないこととがあり，そ

の條件は明らかではない。また，スカルン帯には，しばしば緑簾石の発達が著しい。

　石灰岩は，しばしば破砕される。変位運動に際して変形をうけやすく，Boudinage

構造は，切雲谷・二屋などでよく観察される。

　II. 2. 6　透輝石閃緑岩

　本岩は，飛驒変戊岩中の晶質石灰岩にほとんど常に伴なうもので，晶質石灰岩の多
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い地域には広く発達する。その代表的な露出地の一つは，栃洞坑附近で，径 2km 以

上にわたって分布し，前平から伊西峠に到る道路によく観察される。その閃長岩質な

部分は，伊西閃長岩質岩石とも呼ぱれる。そのほか，本岩は，各地の石灰岩に伴なっ

て，吉原・切雲谷・二屋・漆山・土・大津山附近・奥山東方などにみられる。いずれ

も石灰岩をとりまいて反応縁のように，帯状に幅数 m ～数 10m に発達する。まれに

は，石灰岩のないレンズもある。

　本岩は，中粒または粗粒，優白色，部分的には線構造または片理があらわれるが，

一般には，線構造も片理もないことが多く，包有物をとりまいて流理様構造を生じた

りする。本岩は，包有物に富み，晶質石灰岩のほかに，黒雲母透輝石片岩・透輝石岩

・角閃岩・石英閃緑岩などが著しい。一般に，著しく不均質で，粒度・造岩鉱物など

に変化が著しく，一つの薄片のなかでも，苦土鉱物の部分的濃集がめだつ。

　鏡下でみると，本岩は，おもに透輝石，斑状変晶状の斜長石およびそれらの間隙を

塡める小粒の石英，微斜長石および斜長石からなり，少量の鉄鉱・チタン石および燐

灰石をふくむ。石英と微斜長石は，部分により量の増減が著しい。構造は，一般に斑

晶状の透輝石および斜長石と，それらの間隙を塡めるグラノブラスト構造を呈する石

英および長石の細粒集合からなる。透輝石は，塊状半自形，大きさ 5 ～ 12mm，無色

であるが，とくに岩石がペグマタイト質になり，微斜長石に富む場合，周辺部は緑色

を帯びる。鉄鉱その他を包有し，篩状構造を呈したり，一群の小粒結晶が，光学的方

位を平行にして並ぶこともある。斑晶状の斜長石は，半自形，大きさ 5mm 前後，周

縁は熔蝕され，変質は著しい。双晶は著しく，集片双晶がしばしば屈曲し，成分は，

ほヾ中性長石である。チタン石は，一般に自形，大きき 5mm に達し，しばしば集

合し，透輝石や鉄鉱の周縁をとりまくこともある。燐灰石もまた，他の苦土鉱物の縁

辺またはその附近に多い。

　本岩の包有物では，透輝石岩は，径数 10cm の小岩塊で，ほとんど透輝石ばかり

からなり，少量の変質した斜長石片がはさまれていることもある。透輝石は，このほ

か，帯状に濃集して，斜長石に富んだ優白帯と透輝石に富んだ優黒帯とが，幅 2 ～ 5

cm の縞状互層をつくることもある。角閃石石英閃緑岩は，まるみを帯びた径数 cm

または数 10cm の小岩塊のことが多く，細粒，優白色で，おもに斜長石，斜長石に他

形の緑色角閃石および石英からなり，少量のチタン石をふくむ。これらの包有物は，



いずれも透輝石閃緑岩に移化するが，包有物の周辺は，しばしばやゝ粗粒，優白色の

ペグマタイト質の狭い帯によってとりまかれる。また，栃洞坑附近で，球状構造をも

つ転石がみいだされたが，構造および造岩鉱物の性質は，透輝石閃緑岩と同一である

ので，本岩の一部の包有物と考えられる。

　本岩は，角閃石花崗閃緑岩質片麻岩に接することが多く，境目は，かなりはっきり

している。

　本岩は，石灰岩と花崗岩質片麻岩との間の相互作用によって形成された岩石で，飛

驒変成岩の著しい特徴の一つをつくる。本岩にあらわれる流理様構造は，流理である

かどうか明らかでない。

　II.  2. 7　黒雲母片岩および黒雲母透輝石片岩

　黒雲母片岩は，本図幅地域では，高原川沿岸土下流に径数 10m のレンズ様の小岩

体がみいだされるにすぎないが，飛驒変成帯北縁には多い岩相である。本岩は，黒雲

母花崗閃緑岩質片麻岩に接し，せまい幅の漸移帯をへだてる。本岩は，黒雲母・斜長

石および石英の細粒のグラノブラスト構造を呈する集合からなり，各鉱物は，それぞ

れ大きさ 0.1 ～ 0.4mm の塊状半自形である。しばしば，多量の微斜長石が間隙を塡

めたり，斜長石を交代したりする部分もある。その他，少量の燐灰石・チタン石およ

び鉄鉱をふくむ。

　黒雲母透輝石片岩は，石灰岩および透輝石閃緑岩に伴なって，栃洞坑内外，長棟川

奥山東方などで，少量づつ小岩塊としてふくまれる。本岩の分布形態は，層状または

レンズ状，幅数 cm ～数 m のことが多い。本岩は，灰褐色または柘榴石が発達して，

赤褐色となる。本岩は，おもに大きさ 0.2mm 前後の黒雲母・斜長石および石英から

なり，少量の燐灰石・鉄鉱およびチタン石を伴なう。透輝石は，塊状半自形，黒雲母

はそれに他形，斜長石は集片双晶がよく発達し，成分はほヾ中性長石である。しばし

ば，柘榴石の小粒が形成され，時にはそれが径 1cm の集合をつくることもある。さ

らに本岩と石灰岩と接する場合に，おもに柘榴石からなる反応縁様の赤色帯が発達す

ることがあり，奥山東方などでよく観察される。
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　II.  2.  8　アプライトおよびペグマタイト質岩石

　本岩は，本図幅地域内の飛驒変成岩中に広くみいだされるが，ことに，栃洞坑―鹿

間，大津山附近などには著しく多い。

　本岩は，各種の岩相をふくみ，他の飛驒変成岩のなかに，おもに脈状，レンズ状，

またはしみこんだような不規則な形で分布する。飛驒変成岩が船津花崗岩質岩石に接

する附近にあっては，船津花崗岩類に由来すると思われるアプライトおよびペグマタ

イト質岩石と本岩とは，しばしばまぎらわしい。

　本岩には，アプライト質片麻岩・黒雲母角閃石アブライト質片麻岩・黒雲母アプラ

イト質片麻岩・透輝石アプライト質片麻岩などのように片理をもつもの，優白色アプ

ライトおよびペグマタイト，角閃石アプライトおよびペグマタイト，透輝石アプライ

トおよびペグマタイト，文象花崗岩・黒雲母細粒花崗岩・黒雲母角閃石細粒花崗閃緑

岩・緑簾石花崗閃緑岩のような片理のないものもふくまれる。

　アプライト質片麻岩は，前平その他でみいだされ，長さ 5mm 前後にまで虫状にの

ばされた石英が特徴で，微斜長石および斜長石とともに本岩の大部分を構成する。微

斜長石が増加して岩石が赤桃色になったり，緑簾石を混えて薄緑色を帯びたりする。

黒雲母角閃石アプライト質片麻岩および黒雲母アプライト質片麻岩は，鹿間南方・土

附近などでみいだされ，細かな片状または幅 1cm 以下の縞状構造をつくる。ほとん

ど緑泥石化した黒雲母・緑色角閃石・微斜長石・石英および斜長石からなり，少量の

ジルコン様鉱物・褐簾石および燐灰石をふくむ。

　透輝石アプライト質片麻岩は，石灰岩および透輝石閃緑岩に伴なって，周囲の岩石

中に迸入する。栃洞坑内外でよく観察される。本岩は，おもに透輝石・斜長石・石英

および微斜長石からなり，少量のチタン石および燐灰石を伴なう。石英および微斜長

石は，増減の変化が著しく，モンゾニ岩質または閃長岩質となる。片状構造は，流理

のようにみえるが，本当に流理かどうか明らかでない。

　優白色アプライトおよびペグマタイトは，飛驒変成岩の周縁などで，多少擾乱をう

けた部分に多い。栃洞坑・大津山附近などでよく観察される。常に脈状またはレンズ

状で，アグマタイト質の角閃岩・細粒閃緑岩・黒雲母角閃石花崗閃緑岩などの角礫の

間を塡めることもある。優白色，粗粒または細粒，おもに斜長石・石英および増減の
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甚だしい微斜長石からなる。

　角閃石アプライトおよびペグマタイトは，円山坑・木地屋などで，角閃岩または細

粒閃緑岩のなか，およびその附近に発達する。本岩は，おもに緑色角閃石・斜長石・

石英および微斜長石からなり，ペグマタイトにおいては，微斜長石がよく発達して，

岩石が赤桃色になる。ペグマタイトでは，角閃石は大きさ 10cm に達することもある。

　文象花崗岩は，円山坑・鹿間南方の斑粝岩体附近などにみいだされる不規則な形の

岩脈で，苦土鉱物をほとんどふくまず，文象構造が著しい。

　黒雲母細粒花崗岩は，栃洞坑などでみいだされ，赤桃色細粒のアプライト質花崗岩

で，岩脈状のように思われるが，分布形はよくわからない。本岩は，おもに黒雲母・

微斜長石および斜長石からなり，少量の燐灰石・ジルコン様鉱物を混じえる。

　黒雲母角閃石花崗閃緑岩は，栃洞坑・土・大津山附近などにみいだされ，脈状また

はレンズ状に，黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩のなかにふくまれる。緑色角閃石お

よびほとんど緑泥石・葡萄石化した黒雲母・斜長石・石英および微斜長石からなる。

緑色角閃石は少ないか，ほとんどないことも少なくない。

　緑簾石花崗閃緑岩はまれで，木地屋附近に少量みいだされ，分布形も明らかでな

い。本岩は，おもに緑簾石・褐簾石・微斜長石・斜長石および石英を主とするが，石

英は比較的少ない。微斜長石は，斑状変晶状で，大きき 10mm に達するが，斜長石

は一般に細粒で，石英とともにグラノブラスト構造をつくる。褐簾石は，緑簾石に密

接に伴ない，つゝまれたり，漸移したりする。

 II.  3　船 津 花 崗 岩 類

　本図幅地域において，古生代末または中生代初めの深成作用に関係して生成したと

考えられる花崗岩類を，一括して船津花崗岩類と呼ぶことにする。これらの岩石は，

よく似た岩石学的性質をもつが，生成が同一の深成作用に属するかどうか，未だに確

かめられていない。

　本図幅地域に露われる船津花崗岩類は，船津花崗閃緑岩・切雲谷花崗閃緑岩・ソン

ボ谷花崗閃緑岩・有峰花崗閃緑岩および薄波花崗閃緑岩註 5) である。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 註 5)　春日井昭ら 104) の長棟川花崗岩にほヾ相当する。

17



　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分析：地質調査所化学課　前田憲二郎 )

    (1)　飛驒変成岩 　 角閃岩 　 神岡町前平

　おもに，緑色角閃石および斜長石からなり，燐灰石・鉄鉱・チタン石および緑泥

石化した少量の黒雲母を副成分とする。燐灰石は，副成分としては著しく多い。

　(2)　飛驒変成岩　透輝石閃緑岩　神岡町円山坑

　おもに，透輝石・斜長石および石英からなり，チタン石および鉄鉱を副成分と

する。本分析試料は，透輝石閃緑岩のなかでやゝペグマタイト質の粗粒部で，透

輝石もやゝ緑色をおびる。

　(3)　飛 驒 変 成 岩 　 黒 雲 母 透 輝 石 片 岩 　 神 岡 町 円 山 坑

　透輝石閃緑岩中に包有されるレンズ状岩体で，おもに，黒雲母・透輝石・斜長

石および微斜長石からなり，燐灰石を副成分とする。黒雲母は，多少緑泥石化し

ている。

　(4)　船津花崗岩類　船津型斑状花崗閃緑岩　上宝村広河原

　おもに，黒雲母・微斜長石・斜長石および石英からなり，ごく少量の燐灰石お

よび鉄鉱をふくむ。黒雲母は，多少緑泥石化する。本分析試料は，やゝペグマタ

イ ト 質 の 部 分 で， 一 般 の 船 津 型 岩 石 よ り，Na2O に 乏 し く，K2O に 富 む ( 船 津 図

幅説明書所載の本岩の分析結果参照 )。

　(5)　船津花崗岩類　 下之本型角閃石花崗閃緑岩　 上宝村金木戸川籠渡場下流

　おもに，黒雲母・角閃石・斜長石・石英および微斜長石からなり，少量の燐灰
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石および鉄鉱をふくむ。黒雲母は，多少緑泥石化する。

　(6)　玢岩　上宝村金木戸川籠渡場上流

　船津花崗岩類の下之本型角閃石花崗閃緑岩中の岩脈。おもに，褐色角閃石・斜

長石および多少緑泥石化した斜長石をふくんだ基質からなる。玢岩岩脈の代表的

な例である。

　II.  3. 1　船津花崗閃緑岩

　本岩は，本図幅地域の南東部に広く分布し，さらにのびて，槍岳・上高地・船津お

よび飛驒古川の諸図幅地域に続く。本岩の分布は，大きくみると，飛騨変成帯の南緑

と不変成古生層との間に，ほヾ北東から南西へ，処々屈曲しながら帯状に分布するも

のである。本図幅地域では，本岩の北西の境界は，飛騨変成岩とほヾ NNE の境界線

で接し，北方は，ほヾ E-W の境界線で，中生層に覆われたり，断層関係にあったり

する。

　本岩は，岩相の変化に富み，多様な包有物を多量にふくんでいる。おもな性質に従

って，2 つに分けられる。1 つは赤桃色で，多くは微斜長石斑晶を伴なう花崗閃緑岩

で，船津型と呼ぶ。他の 1 つは，やゝ優黒色で，多くは角閃石結晶が発達して，線構

造をもつ花崗閃緑岩または石英閃緑岩で，下之本型と呼ぶ。

　本岩は，主要造岩鉱物では，黒雲母が不安定でほとんど変質していること，全岩体

にミロナイトが発達すること，化学成分で，Na2O に富み，5%にものぼることなど

を岩石記載学的特徴としている。

岩石の記載

　本岩を次のように区分して記載する。

　船津型　　1.　眼球片麻岩

　　　　　　2.　斑状花崗閃緑岩

　　　　　　3.　中粒花崗閃緑岩

　　　　　　4.　アプライトとペグマタイト

　下之本型　1.　角閃石花崗閃緑岩

　　　　　　2.　角閃石石英閃緑岩

　包有物　　1.　飛驒変成岩
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　　　　　　 2.　角閃岩および閃緑岩

　　　　　　 3.　その他

　船津型岩石と下之本型岩石との関係は明らかではない。金木戸川広川原の接触部附

近でみると，前者は後者にペグマタイト質岩相をもって接し，前者のペグマタイト脈

が後者を切る。また，後者のなかに，かなり広い範囲にわたって前者が小岩体として

包有され，後者に漸移することもある。それ故，こゝでは一応後者は前者の早期相と

しておく。

　船 津 型

　眼球片麻岩　本岩は，飛驒変成岩と船津花崗閃緑岩との境界に沿って分布し，鹿

間・前平・和佐保附近に広く，また，僅かであるが，伊西峠東方，大滝附近などにも

みいだされる。基質は，ミロナイト化していることが多い。

　本岩の “ 眼球 ” は，大きき 1 ～ 4cm の赤桃色のレンズ状を呈し，その一部は，船津

花崗閃緑岩のペグマタイト脈につながっているものもある。また，この “ 眼球 ” は，

船津花崗閃緑岩の主体の方へ近づくに従って，次第に微斜長石の自形の単結晶に漸移

する傾向がある。

　本岩は，神岡町東町 ( 本図幅地域外 ) 附近では，船津型の斑状花崗閃緑岩に移化す

る。また一方では，飛驒変成岩の黒雲母角閃石花崗閃緑岩質片麻岩に移化する。ま

た，ごく僅かなので地質図には示してないが，大滝附近でもほヾ同様で，一方は下之

本型の角閃石花崗閃緑岩に，他方では，飛驒変成岩の角閃石花崗閃緑岩質片麻岩に移

化する。たヾし，これらの移化関係は，附近の岩石が多くの場合，ミロナイト質なの

で，飛驒変成岩と船津花崗閃緑岩の本来の接触関係を示すものかどうかわからないこ

とを附記しておく。

　鏡下でみると，本岩は，緑色角閃石，ほとんど緑泥石・葡萄石化した黒雲母・微斜

長石・斜長石および石英からなり，少量の鉄鉱・燐灰石などをふくむ。“ 眼球 ” は，

微斜長石の単晶または微斜長石・斜長石および石英の集合で，微斜長石の単晶は大き

さ 2cm 以上に達する。細粒の石英と長石を主とする基質には，グラノブラスト構造

が発達する。著しく変質した斜長石片や，黒雲母片がふくまれ，屈曲したり，つぶさ

れたりしている。斜長石は，大きさ 1mm 前後，成分はほヾ灰曹長石である。緑色角

閃石は，大きさ 2mm 前後，半自形，黒雲母を伴なうことが多い。黒雲母は常に緑泥
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石・緑簾石・葡萄石化する。

　斑状花崗閃緑岩　本岩は，船津型岩石の大部分をしめ，金木戸川広川原附近および

和佐保東方に分布する。

　本岩は，赤桃色，斑状粗粒で，包有物に富み，他の船津型岩石とは漸移する。部分

的に弱い片理を生ずる。また帯状にミロナイト化した部分が処々にふくまれる。

　鏡下でみると，本岩はおもに緑泥石化した黒雲母・微斜長石・斜長石および石英か

らなり，少量の鉄鉱・燐灰石・チタン石およびヂルコン様鉱物をふくむ。しばしば，

プロトクラスト構造が発達し，また，飛驒変成岩らしい包有物の周辺には，弱い片理

を伴なう。黒雲母は大きき 5mm 前後の半自形，ほとんど緑泥石・葡萄石化し，鉄鉱・

燐灰石などの副成分鉱物を附着させていることが多い。微斜長石は，大きさ 2.5cm

に達する自形または半自形の斑晶で，カールスバット式双晶およびペルト石構造が著

しく，斜長石および石英の小粒を包有する。斜長石は，大きさ 1 ～ 3mm，多少とも

変質し，集片双晶が著しく，成分はほヾ灰曹長石である。時には，大きさ 5mm の斑

晶状になり，不規則な累帯構造を示すこともある。

　中粒花崗閃緑岩　本岩の分布は，ごく局部的で，伊西峠附近・天蓋山南方などに，

斑状花崗閃緑岩のなか，またはそれと下之本型岩石との中間に狭く発達する。

　本岩は赤桃色で斑晶のない中粒の岩石で，比較的均質で包有物も少ない。

　鏡下でみると，本岩はおもにほとんど緑泥石化した黒雲母・微斜長石・斜長石およ

び石英からなり，少量の鉄鉱・燐灰石およびチタン石をふくむ。構造は一般に花崗岩

質である。黒雲母は，大きさ 3mm 前後，ほとんど常に緑泥石・葡萄石化する。微斜

長石は他形または半自形，大きさ 3mm 前後である。斜長石は大きき 3mm 前後，集

片双晶が著しく，成分はほヾ灰曹長石である。石英は他形，波状またはブロック状消

光が著しい。

　アプライトとペグマタイト　本岩類はおもに岩脈として，船津花崗閃緑岩および周

囲の飛驒変成岩を貫ぬく。

　岩脈状のアプライトおよびペグマタイトは，幅 0.2 ～ 3.0m で，赤桃色，ペグマタ

イト状の粗粒からアプライト状の細粒まで，1 つの岩脈中で変化することもある。こ

れらのアプライトおよびペグマタイト脈のなかには，壁岩との境界が直線状にはっき

りしていながら，内部に壁岩片またはその残存構造をとヾめているものもあり，少な



くとも一部の脈は，交代性の起原をもつと考えられる。

　鏡下でみると，アプライト脈は，細粒のアプライト構造をもち，おもに微斜長石お

よび石英からなり，少量の白雲母・斜長石片などをふくむ。斜長石片はかなり多量に

なることもあり，一般には変質が著しい。

　ペグマタイト脈は，大きき 2cm 前後の巨晶の微斜長石および石英からなる。ごく

少量の雲母のほか，ほとんど他の鉱物をふくまない。微斜長石には，カールスバッド

式双晶が発達し，しばしば，ペルト石構造や文象構造が発達する。なお，本図幅地域

内では発見されていないが，船津花崗閃緑岩には，脈と同種の鉱物構成のポケット状

のペグマタイトも知られている。

　天蓋山南方および伊西附近には，脈状でないアプライト質岩石も発達している。し

ばしば縞状構造が発達し，斜長石片がふえたり，少量の緑色角閃石がふくまれたり，

一部の石英が長くのびたりする。

　下 之 本 型

　角閃石花崗閃緑岩　本岩は下之本型岩石の主体をなし，金木戸川沿岸および山之村

一帯に広く分布する。船津型岩石のなかにも，天蓋山南方などで，小岩体をなして包

有されていることがある。

　本岩は，一般に粗粒または中粒のやゝ優黒色の岩石で，線構造または片理が著し

い。岩相は変化に富み，著しく細粒になったり，優白色になったり，部分的に線構造

または片理を失ったりする。本岩の線構造または片理は，長さ 1cm に達する長柱状

の角閃石によって示されるもので，その方向はかなり変化に富み，全体的傾向は明ら

かでない。

　鏡下でみると，本岩はほとんど緑泥石化した黒雲母・角閃石・斜長石・微斜長石お

よび石英からなり，少量の鉄鉱・燐灰石・チタン石・褐簾石およびジルコン様鉱物を

ふくむ。本岩には，岩相の変化に応じて，粗粒の閃緑岩質構造のものから，角閃岩ま

たは細粒閃緑岩に近い細粒のものまでふくまれる。角閃石は緑色角閃石で，大きさ 3

mm 前後，長柱状，自形または塊状半自形，しばしば双晶し，多色性が著しい。黒雲

母は半自形，大きき 2mm 前後で，ほとんど常に緑泥石・緑簾石・葡萄石化する。斜

長石は，大きき 15mm に達することもあり，自形または半自形で，変質が著しい。成

分は，ほヾ灰曹長石または中性長石で，集片双晶と僅かな累帯構造がめだっている。
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微斜長石は，まれには大きき 15mm に達する半自形の斑晶状となり . 斜長石や角閃

石などを包有することもあるが，一般には大きさ 3mm 前後で量も少ない。褐簾石は

時に大きき 10mm に達する自形をなし，やゝ不規則な累帯構造が著しく，緑簾石を

伴なう。一般にはまれである。本岩は，局部的には，角閃石がほとんどなくなり，緑

泥石化した黒雲母だけが含まれるものも，金木戸川上流などでみいだされる。

　本岩は船津型のアプライトやペグマタイトによって貫ぬかれるほかに，細粒でやゝ

優黒色の閃緑岩質岩脈が，アプライト脈のように本岩を貫ぬいたり，片理方向にのび

て，本岩と漸移したりすることがある。このような脈は，幅数 cm または数 10cm

で，部分的に集中している。

　角閃石石英閃緑岩　本岩の分布は狭く，角閃石花崗閃緑岩中の角閃岩または細粒閃

緑岩の周辺に発達することが多く，やゝ優黒色，中粒で包有物は比較的少ない。本岩

は角閃石花崗閃緑岩に移化する。

　鏡下でみると，本岩は，おもに角閃石，ほとんど緑泥石化した黒雲母・斜長石およ

び石英からなり，少量の鉄鉱・燐灰石などをふくむ。岩石全休が，時に著しく変質

し，緑泥石・緑簾石および方解石が多量に形成される。構造は，一般に閃緑岩質で，

斜長石は角閃石または黒雲母に対してしばしば自形である。黒雲母は大きさ 2mm 前

後，半自形，ほとんど緑泥石・葡萄石化している。角閃石は緑色角閃石で，半自形，

大きさ 2 ～ 5mm，多色性が著しい。斜長石は大きき 3mm 前後，ほヾ自形，ほとん

ど変質し，方解石や緑泥石が交代する。集片双晶が著しく，成分はほヾ中性長石また

は灰曹長石であるが，周縁部は微弱な累帯構造を示し，曹長石成分に富んだ，変質し

ていない帯にとりまかれるものもある。石英は，他形で，比較的少ない。このほか，

ごく少量の微斜長石がふくまれることもある。まれに，透輝石がふくまれ，周縁から

緑色角閃石に交代されているものがある。

　包 有 物

　船津花崗閃緑岩の包有物は，おもに飛驒変成岩・角閃岩・閃緑岩および岩脈状岩類

である。岩脈状岩類以外の包有物は，それぞれ特定の岩石に包有される傾向がある。

　飛驒変成岩　本岩は，船津花崗閃緑岩全体については，かなり多い包有物であるが，

本図幅地域内では，伊西峠および和佐保附近の船津型岩石に，僅かに黒雲母角閃石花

崗閃緑岩質片麻岩が，帯状またはレンズ状にふくまれるにすぎない。本岩は，船津型
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岩石に漸移する。

　角閃岩および閃緑岩　本岩類は，連続的に変化する一連の包有物で，一般に，角閃

岩―閃緑岩―石英閃緑岩 (―花崗閃緑岩 ) という漸移関係にある。本岩類は，船津花

崗閃緑岩全体を通じて，もっとも多い包有物である。しかし，下之本型岩石には，角閃

岩は比較的少なく，閃緑岩が多い。

　角閃岩は，和佐保附近，または金木戸川沿いに，しばしばみいだされ，径数 m ～数

10m の小岩体で，角閃石による線構造の著しい，細粒，優黒色の岩石である。

　鏡下でみると，角閃岩はおもに角閃石および斜長石からなり，少量の鉄鉱・燐灰石

およびチタン石をふくむ。石英・微斜長石・緑泥石化した黒雲母などが，ごく少量ふ

くまれることもある。構造は一般に角閃岩質であるが，しばしば細粒閃緑岩質の構造

に近づく。角閃石は緑色角閃石で，塊状半自形，大きさ 0.5mm 前後，多色性が著し

く，双晶の発達もまれでない。しばしば，さらに大きくなり，篩状構造をもち，長石

を包有する。斜長石は，大きき 0.3mm 前後，半自形，集片双晶，累帯構造が著し

い。変質作用が著しくて，成分ははっきりしないが，ほヾ中性長石または曹灰長石と

考えられる。変質によって方解石・緑簾石および緑泥石が多量に形成される。

　閃緑岩はもっとも普通の包有物で，角閃岩包有物に伴なったり，単独で露われたり

する。船津花崗閃緑岩全体に多いが，とくに下之本型岩石には，ほとんど全体にわた

って分布する。分布形は不規則で，大きさ数 m または数 10m のことが多い。本岩は

一般に優黒色，不均質で，粗粒から細粒まで変化に富み，しばしば線構造または片理

をもつ。本岩は，石英閃緑岩または花崗閃緑岩に漸移することが多いが，かなりはっ

きりした境界をもって接することもある。

　鏡下でみると，本岩はおもに角閃石および斜長石からなり，少量のほとんど緑泥石

化した黒雲母・石英・微斜長石・鉄鉱および燐灰石をふくむ。本岩の構造は，閃緑岩

質から角閃岩質のものまで漸移的にふくまれ，多くは片理または線構造が著しい。中

粒の閃緑岩質の岩石では，角閃岩は緑色角閃石で，大きさ 8mm に達するものもあ

り，半自形，しばしば双晶し，不均一な消光をすることもある。多色性が著しい。斜

長石は大きき 5mm 前後の半自形，成分は中性長石または灰曹長石で，一般に変質が

著しい。石英は少量で，角閃石や斜長石の間を塡める。

　さらに細粒の岩石では，角閃石は緑色角閃石で，大きさ 0.5mm の不規則な塊状半
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自形，多色性が著しい。ほとんど緑泥石・葡萄石化した黒雲母を伴なう。斜長石は大

きさ 1mm 以下の塊状半自形，時に大きき 6mm に達する柱状の自形をなすことがあ

る。集片双晶および累帯構造が発達し，多くは変質した中心部と比較的新鮮な周縁部

とからなり，中心部はほヾ中性長石らしいが，周縁部は灰曹長石である。

　このほか金木戸川沿いには，まれに斑粝岩質の構造をもつ小岩塊があり，角閃石・

斜長石のほかに多量の黒雲母をふくむ。黒雲母はすべて緑泥石化する。

　また，角閃岩および細粒閃緑岩の包有物には，玢岩および煌斑岩質岩石の項でのべ

る岩脈状の包有物があり，幅 1 ～ 4m，角閃岩では，鹿間でみられるように，周縁は

細粒閃緑岩で，中心部は角閃岩のものがあったり，吉城鉱山や金木戸川沿いにしばし

ば見られるように，細粒閃緑岩の小塊が帯状に配列するものに到るまで，相互に漸移

する一連の岩石である。

　その他の包有物　以上のほか，船津花崗閃緑岩には，岩脈状岩類が包有されるが，

玢岩および煌斑岩質岩石の項でのべる。

　ミロナイト

　船津花崗閃緑岩には，岩石全体にわたって，処々にミロナイト帯がみいだされる。

北俣川沿岸・広河原・大滝・和佐保附近などでは，本岩は幅数 10 ～数 100m にわた

りミロナイト化し，緑色のやゝ細粒の岩石になっている。

　鏡下でみると，ミロナイトには，再結晶した石英や長石の細粒のほかに，多量の

緑簾石・緑泥石が形成され，石英脈・緑簾石脈または緑泥石緑簾石脈が細かく発達す

る。主要造岩鉱物は，われたり，つぶれたり，ねじれたりし，苦土鉱物はほとんど変

質する。しばしば方解石および白雲母なども形成される。

　ミロナイト帯をはなれても，ミロナイトの小さなレンズが，しばしば挾まれる。多

くは淡緑色，細粒，ほとんど再結晶した緑簾石・緑泥石・石英および長石からなる。

　本岩のミロナイトは，いずれも再結晶作用が著しく，プロトクラスト構造に近い様

相を呈している。ミロナイト化作用の方向に，船津花崗閃緑岩のペグマタイト脈が迸

入していたりするので，ミロナイト化作用は，本岩の深成作用の一部として起きたも

のと考えられる。

　接 触 作 用

　本岩が飛驒変成岩に接する場合は，東町・和佐保・大滝などで観察される。東町お
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よび和佐保では，船津型岩石が飛驒変成岩の透輝石閃緑岩・黒雲母角閃石花崗閃緑岩

質片麻岩などに接する。接触部はミロナイト化作用が著しくてはっきりしないが，

眼球片麻岩をへだて，“ 眼球 ” は，飛驒変成岩へ近づくと減少して，飛驒変成岩に漸

移する。大滝附近では，下之本型の角閃石花崗閃緑岩が，角閃石花崗閃緑岩質片麻岩

に接する。両者は，岩相が著しく類似し，僅かに飛驒変成岩中には，石灰岩の包有物

のある点，境界附近に僅かに眼球片麻岩がある点などによって区別せられるものであ

る。

　これらの関係からは，両者は漸移するもののようにも見え，時期的には船津花崗閃

緑岩の方が若いように思われるが，本質的な関係は明らかでない。

　深 成 作 用

　船津花崗閃緑岩は，南隣の船津図幅地域で上部古生層を貫ぬき，本図幅地域内でジ

ュラ紀または白堊紀に属する中生層によって覆われる。それ故，本岩の深成作用は，

おそらく中生代初頃，またはそれ以前からはじまったもので，中生代中頃には遅くと

も終ったものと考えられる。本岩の主要な形成作用は，船津図幅地域内の事実とあわ

せて，次のように考えられる。本岩は，斑粝岩類によって先駆され，飛驒変成岩およ

び古生層を交代し，晩期においては貫入を起した。初めに下之本型岩石が，晩期に船

津型岩石が形成された。本岩の形成に関係して，本岩の分布地域には，著しい変位運

動がおこり，本岩および飛驒変成岩の一部に著しい影響をあたえた。その結果生じた

ミロナイトをみると，眼球片麻岩の，“ 眼球 ” の部分はミロナイト化されず，基質だ

けがミロナイト化されているので，深成作用の完了前におこっているものと考えられ

る。本岩形成の後期には，別にのべる玢岩および煌斑岩質岩脈が，著しく活動した。

　II.  3. 2　切雲谷花崗閃緑岩

　本岩は，切雲谷上流・大洞山西部に分布し，飛驒変成岩にとりまかれて，径数 km

の小岩体をつくる。本岩は，本図幅地域の外へ，さらに南西方へのびるが，その分布

形については未だよくわかっていない。しかし，少なくとも，南東側の飛驒変成岩と

の境界線は，ほヾ NE で，変成岩の構造にほヾ平行しているようである。

　本岩は，船津花崗閃緑岩の船津型岩石とほとんど同じと考えられる，赤桃色の斑状

花崗閃緑岩を主とし，周縁の一部に，下之本型に相当する片状の角閃石花崗閃緑岩を
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ふくむ。

　本岩は，優黒色の包有物に富み，閃緑岩質包有物が多く，なかには，弱い片理をも

つものもある。

　本岩の鏡下の性質は，それぞれ船津花崗閃緑岩の船津型斑状花崗閃緑岩および下之

本型角閃石花崗閃緑岩とほとんど同じなので，省略する。

    本岩は，船津花崗閃緑岩と同一深成作用に属すると考えられる。

　II.  3. 3　ソンボ谷花崗閃緑岩

　本岩は，神岡町および坂下村の境界にまたがり，ソンボ谷・漆山岳西部に分布し，

飛驒変成岩にとりまかれて，径数 km の小岩体をつくる。本岩は，本図幅地域の外

へ，さらに西方へのびる。西方の神通川流域で打
う つ ぼ

保花崗岩と呼ばれているものは，本

岩の延長上にあたるが，本岩と連続するものかどうか明らかでない。

　本岩は，船津花崗閃緑岩の下之本型角閃石花崗閃緑岩・船津型斑状花崗閃緑岩とほ

とんど同一と考えられる角閃石花崗閃緑岩および斑状花崗閃緑岩からなっている。ソ

ンボ谷に沿ってみると，谷の中部では，角閃石花崗閃緑岩が発達し，南へゆくと斑状

花崗閃緑岩になる。角閃石花崗閃緑岩は，幅約 800m で帯状に斑状花崗閃緑岩の北方

をとりまく。

　角閃石花崗閃緑岩の鏡下の性質は，船津花崗閃緑岩の下之本型の同種岩石とほとんど

同一で，かなりの量の黒雲母をふくみ，その黒雲母は，ほとんど緑泥石・葡萄石化し

ていることや，しばしば美しい 3mm 以上の自形のチタン石をふくむことなどがめだ

っている。しばしば弱い片理があらわれる。

　斑状花崗閃緑岩の鏡下の性質は，船津花崗閃緑岩の船津型の同種岩石と同一である

が，斜長石もしばしば 8mm 以上に達し，一般に粗粒である。

　両岩石の関係は，ソンボ谷中流で，チタン石のめだつ角閃石花崗閃緑岩が，N-S

または NNE 方向の片理をもち，赤桃色の粗粒の斑状花崗閃緑岩によって貫ぬかれ

る。しかし，節理は共通するものもあるので，両者は一つヾきの深成作用に属すると

考えられる。

　本岩と周囲の飛驒変成岩との関係は明らかでない。

　本岩の深成作用は，岩相の類似性からみると，船津花崗閃緑岩と同一と考えられ
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る。初めに角閃石花崗閃緑岩が，晩期に斑状花崗閃緑岩が形成されたと思われる。な

お，本岩内部にも玢岩質岩脈があり，別に玢岩質および煌斑岩質岩脈の項でのべるよ

うに，本岩の深成作用に伴なう火山岩質岩脈と考えられる。　

　II.  3. 4　有峰花崗閃緑岩

　本岩は，本図幅地域の北西部に，中生層によって覆われたり，断層で境したりしな

がら，小規模に露出する。本図幅地域の北西隣の五百石・槍岳および立山図幅地域で

の分布はひろい。本図幅地域では，熊野川・小口川・和田川・真川および有峰などに

露出する。

　本岩は，岩相の変化に富み，各種の包有物を多量にふくむ。本岩は，船津花崗閃緑

岩の下之本型岩石によく似ているが，本岩体の南部の一部を除いて，大部分に角閃石

が乏しい点は異なっている。

　本岩は，岩相の変化に富み，中粒または細粒，優白色からやゝ優黒色のものをふく

み，数 10cm または数 m の幅で縞状互層をする部分もある。

　鏡下でみると，本岩は，熊野川・小口川および和田川の沿岸では，おもに黒雲母・

微斜長石・斜長石および石英からなり，少量の鉄鉱・燐灰石およびヂルコン様鉱物を

ふくむ。本岩の一部には，大きさ 4mm に達する黒雲母・斜長石およびそれらの間を

塡め，その一部を交代するグラノブラスト構造を呈する細粒の石英および長石からな

る部分もまじえている。一般に黒雲母は，ほとんど常に緑泥石・緑簾石・葡萄石化し

ているが，大きさ 1 ～ 4mm の半自形のことが多い。斜長石は，大きき 1.5 ～ 5.0mm，

半自形，変質が著しい。成分は，ほヾ灰曹長石で，しばしば微斜長石に交代される。

微斜長石は，増減が著しく，ほとんど見当らない部分もある。

　有峰・真川などの岩体では，緑色角閃石がふくまれ，一般に均質となり，包有物も

減り，下之本型岩石とほとんど同一となる。

　本岩には，熊野川・小口川・和田川沿いの岩石に包有物が多く，角閃岩・閃緑岩お

よび黒雲母片岩質の岩石などが数多くふくまれる。

　本岩の深成作用は，船津花崗閃緑岩の一部に似ているように思われるが，くわしく

は明らかでない。その時期は，中生代手取統以前であることしかわかっていない。
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　II.  3. 5　薄波花崗閃緑岩

　本岩は，本図幅地域内では，太田薄波附近に小規膜に分布するにすぎないが，薄波

および太田薄波を中心に，帯状に NE-SW 方向に五百石・八尾・白木峰の各図幅地

域につヾくものである。本岩には，弱い片理または線構造があり，太田薄波附近で N

NE，さらに下流北西方で ENE であって，すぐ南に近接する飛驒変成岩の構造とほ

ぼ平行である。

　本岩は，岩相の変化に著しく富み，太田薄波およびその下流では，明らかに下之本

型に似た，片状，やゝ優黒色，粗粒または細粒，しばしば赤桃色の岩石で，下流へ向

かって，次第に眼球状または斑状の，船津型岩石に似た岩石に漸移する。太田薄波よ

り上流では，さらに長棟川上流に分布する飛驒変成岩類をしばしば多量にふくみ，こ

れと漸移する。

　本岩を鏡下でみると，おもに黒雲母・角閃石・微斜長石・斜長石および石英からな

り，少量のチタン石・燐灰石および褐簾石からなる。黒雲母は，ほとんど緑泥石 ( 緑

簾石 )・葡萄石化しているが，大ささ 3mm 前後の半自形である。角閃石は，緑色角

閃石で，大きさ 5mm に達する自形または半自形で，しばしば双晶し，他の鉱物を包

有することもある。斜長石は，変質の著しいことが多いが，大きさ 8mm に達し，半

自形，集片双晶は著しいが，累帯構造はない。微斜長石は，これらの鉱物の間を塡め

て，径 10mm 以上に達する斑状変晶状に発達することが多い。

　本岩には，アプライト質の細粒角閃石花崗閃緑岩・角閃岩・閃緑岩，径 8mm に近

い透輝石をもつ透輝石閃緑岩などが包有される。

　本岩は，本図幅地域外の延長部分でみると，眼球片麻岩など船津花崗閃緑岩に著し

く類似した岩相をふくんでいる。

II.  4　玢岩質および煌斑岩質岩石

　本岩は，船津花崗岩およびそれに続いて分布する飛驒変成岩のなかに，かなり普遍

的に発達し，岩脈状の外形をもつ。玢岩・煌斑岩および角閃岩などをふくむ。これら

のうちで，あるものは明らかに船津花崗岩を切るが，他のものは船津花崗岩によって
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逆に貫ぬかれ，多少とも交代作用をうけ，玢岩質であり，さらに角閃岩質岩石に移化

している。前者は，明らかに岩脈で，優黒色，緻密，壁岩の節理に平行して貫入する

傾向があり，壁岩と共通しない節理をもち，急冷縁がある。後者は，一種の包有物

で，優黒色から優白色，緻密なものからやゝ粗粒のものまであり，1 つの岩脈のなか

でも変化が著しい。また多少とも優白色の花崗岩質細脈の貫入をうけており，節理は

壁岩と共通し，急冷縁はない。このような 2 種の岩石は漸移する。例えば，壁岩の 1

組の節理に平行に迸入し，他の 1 組の節理によって共通に切られるものがある。

　鏡下でみると，玢岩質岩脈は，石英・黒雲母・褐色角閃石および斜長石を斑晶と

し，石基はおもに斜長石からなる。斑晶の石英は少量で，熔蝕されてまるい形をと

る。黒雲母はまるみをおびた自形で，2mm 前後，褐色角閃石は自形，3mm に達す

ろこともあるが，いずれも変質していることが多い。斜長石は，自形 5mm に達し，

成分はほヾ中性長石で，双晶および累帯構造が著しい。石基の斜長石は，拍子木状，

0.5mm 前後，しばしば 2mm 前後に達し，斑晶の斜長石と区別がつかなくなる。成

分は，ほヾ中性長石または灰曹長石である。しばしば変質が著しい。

　玢岩質岩石は，しばしば輝石を包有し，煌斑岩質となる。煌斑岩質岩脈は，金木戸

川・籠渡場附近・広河原などで知られ，おもに角閃石・普通輝石・黒雲母・斜長石お

よび石英からなり，少量の鉄鉱・ジルコン様鉱物などを合む。主要鉱物は増減が著し

く，籠渡場では普通輝石・石英および斜長石からなり，広河原のものは，透輝石・褐

色角閃石および斜長石からなり，石英も少ない。構造は玢岩と同じである。角閃石

は，淡褐色，長柱状，自形，大きさ 0.1 ～ 0.4mm，双晶および境目の不明瞭な累帯

構造が著しい。輝石は自形，大きさ 0.3 ～ 0.6mm，双晶および累帯構造が著しい。斜

長石は，斑晶と石基のものとあり，斑晶では自形，大きき 2mm，双晶が著しく，成

分はほヾ中性長石または灰曹長石である。しばしば周縁から変質する。石基のものは

さらに変質の著しいことが多く，0.2mm くらいの細粒のこともあるが，一般には

2mm に近い拍子木状で，斑晶とほとんど同じであることが多い。石英はまれで，ま

るみをおびた斑晶で大きさ 0.8mm 前後，周縁から熔蝕されたり，細粒の苦土鉱物が

附着していたりする。

　以上の玢岩質岩石は，次第に包有物状の外観をもつものに移化して，おもに自形の

斜長石と少量の角閃石または黒雲母後の緑泥石とからなるようになり，遂には，角閃
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岩質岩石になる。角閃岩質岩石や，それがさらに著しくなって閃緑岩質になり，また

さらにすゝんで，径 10cm 前後の楕円形の断面をもった小岩塊の帯状配列にいたるま

での各段階は，全木戸川籠渡場附近や，神岡町鹿間などでよく観察することができる。

　角閃岩や細粒閃緑岩の性質は，船津花崗岩の包有物の項で述べたのと同じである。

　なお，玢岩質岩脈の一部は，安山岩質になり，中生代を貫ぬく岩脈のある種類と区

別がつきにくい。

　これらの煌斑岩をふくむ岩脈類の火成活動は，船津花崗岩の深成作用の途中ではじ

まり，深成作用の終結後までつヾいたものと考えられる。この種の岩脈は，船津花崗

岩によって貫ぬかれる船津図幅地域内の古生層中には，ほとんど分布しないことなど

考えあわせると，これらの岩脈の火成活勤は，船津花崗岩の深成作用の一部をなすも

のと考えられる。

I I .  5   中  生  界

　本地域の中生界には手取層群と石英斑岩類とがある。

　第 3 表に中生界の層序を示す。表中には，標式地における手取層群の区分，桐谷層

および常願寺川流域の手取層群の区分をも併せて示した。

　II. 5. 1　手 取 層 群

　本地域の手取層群は九頭竜亜層群および石徹白亜層群―赤岩亜層群である。

　九頭竜亜層群

　本地域の九頭竜亜層群は東坂森累層である。

　東坂森累層　本累層の標式地は有峰北方の東坂森谷 ( 図幅地域外 ) である。

　本累層は下から真川砂岩礫岩層および有峰頁岩層に区分される。

　真川砂岩礫岩層 : 本層は古期の花崗岩を不整合に被覆し，真川河畔および猪
い の ね

根谷

奥に僅かに分布し，厚さは数 10m に過ぎない。しかし，東坂森谷では域内のものに

較べて分布が広く，厚さも 30 ～ 200m に変化する。

　本層は場所によって岩質変化および厚さの変化が著しいが，大別して下部および上

部に 2 分される ( たヾし，地質図には区分して示さなかった )。
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第 3 表   中 生 界 の 層 序

註 )  久婦須川流域は今村外治 , 手取川および常願寺川流域等は前田四郎の研究による。



　下部層は礫岩を主とし，砂岩および頁岩を伴なう。礫岩は一般に人頭大～拳大の角

礫からなる。礫種は花崗岩・片麻岩・珪質岩・粘板岩および砂岩などである。基底に

近い部分では花崗岩礫がきわめて豊富であり，礫も大きく，径 2m に達するものも珍

しくないが，上部になるにつれて大ききを減じ，花崗岩以外の礫もやゝ量を増し，亜

角礫の部分も現われ，充塡する砂も量を増す。

　砂岩は一般に灰色～白色で，含礫～粗粒のものが多く，角粒の花崗岩質の部分が顕

著で，中粒～細粒のものは少ない。細礫礫岩―含礫砂岩中には二枚介の破片を含む。

頁岩は灰色～暗灰色を呈し，一般に砂質である。砂岩および頁岩は上部になるにつれ

て，その量を増し，かつ細粒となる傾向がある。下部層の厚さは折立峠東方で約 30m，

東坂森谷では 50 ～ 60m である。

　上部層は下部層から漸移し，急激に礫の量を減少し，砂岩および頁岩を主とし，礫

岩を挾む。砂岩は中粒～粗粒のものを主とし，含礫砂岩は僅かとなり，代わって細粒

砂岩も量を増し，角粒のものが減少する。頁岩は下部層のものに比較して砂質のもの

が少ない。礫岩は礫の大きさが拳大～胡桃大の亜角礫ないし円礫となるほかは，下部

層上部のものと大差がない。上部層の厚さは折立峠北東方では約 50m，東坂森谷奥

では数 m ～ 150m である。

　有峰頁岩層 : 本層は域内の真川河畔および猪根谷に小範囲に分布するに過ぎない。

本層は域外の東坂森谷で，真川砂岩礫岩層に整合し，厚さは 150 ～ 200m に達する。

猪恨谷においては厚さは 150m 以上と推定される。

　猪根谷奥に現われる本層は，上位の庵谷峠礫岩層によって不整合に被覆されて，4

カ所の小区域に分割されて露出する。このうち 1 カ所の露頭は北からの圧迫によって

( 祐延衝上の影響をうけて )，不整合面において辷りによる断層関係にある。図版 5 に

これを示す。有峰頁岩層は主として頁岩からなり，砂岩を伴なう。頁岩は暗灰色～黒

色で，しばしば暗灰色の砂質頁岩を伴なう。砂岩は灰色～暗灰色を呈し，細粒～中粒

である。砂岩は一般に数～ 10 数 cm であるが，時に 1m 内外のものがある。また頁

岩・砂質頁岩および細粒砂岩が縞状に細互層することもある。猪根谷の本頁岩層から

Ataxioceras sp. および Inoceramus? sp. が採取された。真川中流の本頁岩層から

も菊石が採取されたという。

　今村外治 37)47) は北西方域外の桐谷南方の海成層を桐谷層とよび，その下部を牛負礫

33
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岩層 ( 厚さ 140m 以上 )，上部を牛負砂岩頁岩層 ( 厚さ 40m 以上 ) として区分した。牛

負 砂 岩 頁 岩 層 か ら “Perisphinctes” spp. お よ び Trigonia (Laevitrigonia) sagawai

YEHARA その他の介化石が採取されている。また最近数個の菊石が発見され，そのう

ちの 1 個は Dichotomospinctes kiritaniensis SATO (MS) 註 6) と鑑定された。

　有峰頁岩層は層相が類似し，かつ地域的にも近接しているので，牛負砂岩頁岩層に

対比される。したがって，有峰頁岩層の地質時代は上部ジュラ紀の後半である。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 註 6)  こ れ に よ る と 地 質 時 代 は 上 部 ジ ュ ラ 紀 の 中 期 (Oxfordian 後 期 な い し Kimmeridgian 前 期 ) を

指 す ( 佐 藤 正 に よ る )。 そ の 後 に , 真 川 砂 岩 礫 岩 層 下 部 か ら Kimmeridgian ～ Tithonian を 示 す

M y o p h o i e l l a  ( P r o m y o  p h o r e l l a )  c f .  o r i e n t a l i s  K O B AYA S H I  &  T A M U R A ,  M .  ( P . )

aff. obsoleta KOB. & TAM., M. (P.) sp.( 以 上 中 野 光 雄 鑑 定 ) 等 が , 有 峰 頁 岩 層 か ら

A t a x i o c e r a s  a f f .  t o r q u a t u s  ( S O W E R B Y )  ( K i m m e r i d g i a n ) ,  “ P r o p e a m u s s i u m ”  s p . ,

 “ Clumys ”sp. 等が産出した。
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　石徹白亜層群―赤岩亜層群

　これに属する地層は，本域の北半部に広く分布し，構造盆地を形成する手取層群の

大部分を占める陸成層である。この地層は堆積輪廻を考慮して，下から長棟川累層お

よび跡津川累層に区分される。

　長棟川累層　本累層は東坂森累層・船津花崗岩および飛驒変成岩類を不整合に被覆

し，一部では衝上断層によってこれらの古期岩類と接する。

　本累層からは多数の植物化石を産する。第 4 表に跡津川累層産のものとともに，こ

れらを示した。

　本累層は下から庵谷峠礫岩層および猪谷互層に区分される。

　庵谷峠礫岩層註 7): 本礫岩層は長棟川累層の基底礫岩である。主として手取層群

の周辺部に露出し，本域の北西部から北東部にかけては一般に不整合関係で，また一

部では断層によって基盤と接する。南東部の北俣川流域でも不整合で基盤を被覆す

る。図版 6 にこれを示す。この礫岩はこゝから西に向かっては，断層によって基盤と

境されて東猪谷西方に至るまで不整合関係を認めない。厚さは一般に 100 ～ 200m で

あるが，真川上流では薄層となり僅か数 m の礫岩 ( 礫の大ききは胡桃大以下 ) ないし

含礫砂岩になる。

　本礫岩層は礫岩を主とし，砂岩・頁岩および凝灰岩を伴なう。

　礫岩は花崗岩および閃緑岩の礫を多く含み，片麻岩類の礫がこれにつぎ，石灰岩・

粘板岩・珪岩・砂岩および石英斑岩の礫を伴ない，これらを花崗質の砂で充塡する。

このうち花崗岩や閃緑岩の礫はもっとも多量で，これらのうちには片状構造の顕著な

ものや不顕著のものがある。いずれも船津花崗岩類の岩石である。片麻岩類や石灰岩

の礫は場所によって含まれる比率が異なり，その附近の基盤の岩石を反映するのが常

である。片麻岩類および石灰岩の礫は明らかに飛驒変成岩類の岩石であって，比較的

に基底部に多い。花崗岩・閃緑岩および片麻岩の礫は一般に人頭大～拳大で，まれに

径 70cm またはそれ以上に達し，比較的によく円磨された亜角礫ないし円礫である。

石灰岩の礫は地域的にその量の変化が大きく，有峰の足谷入口附近にはしばしば人頭

大のものが含まれるが，その他の地域ではほとんど認められない。古生層から導かれ

た礫は一般に胡桃大以下で，本礫岩層の上部ではやゝ量を増すが，下部ではきわめて

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

註 7)   今村外治 37)47) は庵谷峠礫岩とよんだ。庵谷峠は太田薄波の西方の域外。
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第 4 表  植   物
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化     石     表 .
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　　　　　　　　　　　　　cg: 庵谷峠礫岩層           gr: 船津花崗岩類

　　　　　　　　　　　　　白線は不整合面 (N85°E・40°N ～ E-W・48°N)

　　　　　　　　　　　　図版 6　北ノ俣川の河畔にみられる庵谷峠礫岩層

　　　　　　　　　　　　　北ノ俣川中流の西岸 (NW に向かって写す )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

a：船津花崗岩類の礫　b：砂質部

c：北ノ俣川

北ノ俣川中流の西岸

a
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少量である。珪長岩の礫は一般に拳大―胡桃大のもので，諸所に含まれるが量は多く

ない。砂岩は古生層からもたらされ，他のものと同様に，本礫岩層の上部では僅かに

存在し，手取層群の再蝕礫と思われるものも含む。

　砂岩は淡灰～白色を呈し，角粒の石英や長石を多く含み，花崗質で粗粒ないし含櫟

砂岩が多い。頁岩は一般に灰色～暗灰色を呈し，砂質のものが多く，また炭質頁岩も

ある。砂岩や頁岩は本礫岩層の上部では比較的に顕著であるが，下部では不顕著であ

って，いずれも一般に数 m 以下の薄層をなし連続性に乏しい。凝灰岩は白色を呈し，

厚さ数 cm ～ 10 数 cm の薄層が，有峰東部では本層の上部の頁岩中に挾有される。

　本層中には諸所に化石樹幹 Xenoxylon latiporosum (CRAMER) の破片を含む。図

版 7 は転石中の化石樹幹を示した。

図版 7　鹿谷峠礫岩層中の化石樹幹
                          場所：祐延ダムの北東方山地 . 祐延衝上に　

      　　　　　  接近した地域の庵谷峠礫岩層中
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　猪谷互層註 8): 猪谷互層は庵谷峠礫岩層の上位にあって，これと漸移関係にある。

手取層群の周辺部によく分布する庵谷峠礫岩層の内側を占めるのが常である。本層の

厚さは一般に 200 ～ 350m であるが，真川の上流では僅か 10 数 m となる。

　本層は主として砂岩と頁岩との互層からなり，礫岩を伴なう。

　砂岩は淡灰色，帯青灰色～白色を呈し，一般に花崗質で中粒ないし含礫の砂岩で

あり，細粒のものは少ない。それぞれの厚さは数 m 以下である。

　頁岩は一般に暗灰色～灰黒色を呈し，時に灰色や黒色のものを含み，砂質のものや

炭質頁岩を挾有する。頁岩中には多量の植物化石を埋蔵する ( 第 3 表参照 )。それぞ

れの厚さは 1m 以下のものが多い。

　礫岩は一般に本層の下部に多く，上部では少ないが，東部の真川河畔から北
き た の ま た

ノ俣川

にわたる一帯ではきわめて優勢で，庵谷峠礫岩層のものとよく類似するが，時には黒

色粘板岩の角礫を少量ながら含むことがあり，かつ礫の大きさが庵谷峠礫岩層のもの

よりやゝ小さい傾向がある。東部地域の礫岩は礫の大きさが人頭大のこともあるが，

一般には夏蜜柑大以下で，基質の砂は豊富で含礫砂岩質であるため，庵谷峠礫岩層の

ものと区別ができる。

　跡津川累層　本累層は一般に長棟川累層に整合し，本地域における石徹白亜層群―

赤岩亜層群の上位輪廻を示す堆積物である。下から南俣谷礫岩層および和佐府互層に

区分される。

　南俣谷礫岩層 : 本礫岩層は猪谷互層を整合に被覆し，西部地域では漸移的関係に

あるが，北ノ俣川上流では局部的に不整合関係の存在する疑いもある。図版 8 はこの

露頭を示した。有峰南東部では地層のオーバーラップによって，本礫岩層が直接に船

津花崗岩類を不整合に被覆している。本層中および本層の上下位に接する層準にはし

ばしば厚さ数 10 ～数 100m の珪長岩が岩床状をなして挾有される。その好例は有峰な

いし祐延の岩体および南俣山北方山地に露出するものである。珪長岩の産出状況は詳

らかではないが，部分的には南俣谷礫岩層の礫岩が不整合に被覆している。図版 9 お

よび第 2 図にこの関係を示した。

　本礫岩層は礫岩・砂岩および頁岩からなり，時に凝灰岩を挾有する。

__________________

 註 8)　今村外治 37)47) は猪谷層とよんだ。
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ss：砂岩～砂質頁岩 ( 猪谷互層 )

cg：礫岩 ( 南俣谷礫岩層 )

図版 8　北ノ俣川上流に見られる南俣谷礫岩層

礫種は黒色粘板岩（一部に千枚岩質のものを含む ) が

もっとも多く，部分的には 30 ～ 90%を占める。続いて

花崗岩礫が 10 ～ 60%を占めるところもある。いずれも角

礫 が 大 部 分 で あ る。ss と cg との 境 に は 不 整 合（?）

的なところもある。

ｇ：崩土および礫
cg：礫岩（南俣谷礫岩層）
F：珪長岩（石英斑岩類 )
白線は不整合 (?)

　　　　　　　　　図版 9　有峰東谷における南俣谷礫岩層と珪長岩との関係

　　　　　　　　　　　　　　 ( 有峰東谷の東岸 )
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        第 2 図　有峰東谷における南俣谷礫岩層と珪長岩との見取図（有峰東谷東岸 )

　礫岩は黒色粘板岩・花崗岩・閃緑岩・片麻岩・珪長岩ないし石英斑岩・灰色頁岩・

砂岩およびチャートなどの礫を含み，これらの砂で充塡したものである。著しい特徴

は黒色粘板岩および珪長岩の角礫が比較的に顕著なことである。黒色粘板岩や珪長岩

の角礫は礫岩層中の礫の大部分を占めることもあり，またその量がきわめて少ないこ

ともあって変化は著しい。図版 10 および第 3 図は珪長岩に接近した地域 ( 有峰東谷 )

における南俣谷礫岩層中の珪長岩の礫を含むものを示した。礫の大きさは東部地域で

もっとも大きく，夏蜜柑大～胡桃大であるが，西部になるにつれて次第に大ききを減

じ，中部以西では一般に胡桃大以下となる。礫の大きさの減少につれて，一般に黒色

粘板岩の礫も量および大きさを減じ，時には径数 mm の小礫の礫岩中に，粘板岩の小

粒 (1 ～ 2 ｍ m) を含むに過ぎないところもある。

　砂岩および頁岩は猪谷互層のものと同様である。東部地域で礫岩が顕著であるとき

は，砂岩および頁岩は劣勢であると同時に，砂岩は粗粒，頁岩は砂質の部分が多くな

る。西部に至るにつれて，砂岩は細粒となって，頁岩とともにその量を増加し，礫

岩・砂岩および頁岩が交互する。凝灰岩は淡灰色～白色または黄白色を呈し，酸性で，

時に砂質である。
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第 3 図　有峰東谷における南俣谷礫岩層の地質柱状図 ( 符号は図版 10 と共通）



4 4

F：珪長岩
fs：細粒砂岩
cs：砂岩・礫岩・頁岩
sh：頁岩
cg：礫岩～角礫岩

　　　　　　　　　　　　図版 10　有峰東谷における南俣谷礫岩層の露頭

いずれも珪長質である。符号は第 4
図と共通（有峰東谷西岸）

 本礫岩層は東部地域では厚くて約 150m を算するが，西部になるにつれて厚さを減

少し，約 70m となる。

　和佐府互層 : 本層は南俣谷礫岩層と漸移する。本地域の手取層群の最上部で，構

造盆地の中央部を占めて広く分布する。

　本層は砂岩および頁岩の互層からなり，礫岩および凝灰岩を挾有する。

　砂岩・頁岩および礫岩は猪谷互層のものと同様であるが，僅かに固結の程度が低

い。礫岩が真川の流域で顕著であることは，猪谷互層と同様である。凝灰岩は淡灰白

色～白色または黄白色を呈し，酸性である。頁岩中には植物化石を多量に埋蔵する

が，猪谷互層と異なり種類はあまり多くない ( 第 3 表参照 )。

　本層の厚さは 500m を超える。
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　対比：長棟川累層からは植物化石を豊富に産し，種類も石徹白亜層群からのものと

甚だしい相違は示さない。これらのうちに，手取層群からは石徹白亜層群から後の地

層 に 産 出 が 限 ら れ る Xenoxylon latiporosum (CRAMER) や Podozamites Reinii

GEYLER が認められる。とくに Xenoxylon latiporosum は長棟川累層の下部の庵谷

峠礫岩層中にも多量に含まれている。岩質および化石の類似から長棟川累層は石徹白

亜層群にあたることは明らかである。

　跡津川累層から産する植物化石によって，適確な地質時代を示すことは不可能であ

るが，跡津川累層中にはしばしば凝灰岩を含み，これと密接な関係をもつ珪長岩があ

る。これらのことは，跡津川累層が赤岩亜層群に対比される可能性のあることを暗示

する。

　手取層群の地質構造

　本地域の手取層群は一般に E-W ～ ENE-WSW 方向の小褶曲をくり返し，これを

種々の方向の断層群が切断して，複雑な地塊構造が形成されている。

　九頭竜亜層群　九頭竜亜層群の有峰頁岩層は，北東部に限って小範囲に，断層で他

の岩石と接しあるいは赤岩亜層群の下位から現われるのみで，全体としての地質構造

を詳らかにすることはできない。この近傍の赤岩亜層群の基盤の大部分が船津花崗岩

であることからみて，長棟川累層堆積前には有峰頁岩層は船津花崗岩類の窪地に限っ

て小範囲に残存していたことが判る。そして，跡津川累層の堆積後における地塊運動

によって，現在見られるような分布を示すに至った。

　石徹白亜層群―赤岩亜層群　本地域の石徹白亜層群―赤岩亜層群は，全体として，

盆地状構造を形成し，一部は域外に連なり，域外の北方から帯状構造をして北東に連

なる ( 第 1 図参照 )。

　本地域の地質構造に対して，もっとも大きな影響を与えるものは，横山および祐延

両衝上と SW-NE 方向の断層群とである。

　横山衝上註 9) は手取層群とその南ないし西側の基盤との境を画する。南東部の北ノ

俣川上流では，基盤と長棟川累層の下部の庵谷峠礫岩層との境は不整合である ( 図版

6a 参照 )。この不整合面は西の延長部の南俣谷では見掛上の正断層で，走向 N70°

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 註 9)　三浦仲平 (1925) が発見した ( 東大卒論 )。
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W，傾斜 88 ～ 90°N の断層面を示し，7 ～ 10cm の破砕帯を伴なう。南俣谷から西方で

は横山衝上は南傾斜に移り代わり，岩井谷東部の神岡鉱山下之本坑の坑内では，断層面

の走向は N55°W ～ N85°W で，傾斜は 35 ～ 70°Sとなり，数 cm ～数 m の厚さの破砕帯

を伴なう。森茂北部において衝上断層は走向を北西に転じて南西に傾き，低角度であ

るために，佐古の附近には 2 つのクリッペと 1 つの半窓とを生じている。大多和から横

山衝上の走向は WNW に向かい，大津山北方では地窓が現われる。この地窓に開口し

た神岡鉱山の持ケ壁坑は，坑道がN35°Wで南に向かってのび，入口から約190m奥に走

向 N75 ～ 85°E，傾斜 30 ～ 35°S の横山衝上が認められる。横山附近では衝上は NW

に向かい，高原川の河畔註 10) では断層走向は N45°W，傾斜は 35°W である。図版 11はこ

こで見られる衝上を示した。中山南方では断層の走向は E-W，傾斜は 25 ～ 35°S とな

る。図版 12 は中山西方のソンボ谷入口 ( 域外 ) に見られる横山衝上である。中山の西方

宮川の南岸 ( 域外 ) で見られる横山衝上の走向は E-W で，傾斜は 15°S である。この

 

ｍ：ミロナイト化した船津花崗岩
a1：猪谷互層
 f：横山衝上の衝上面 (N45°W・35°W）

図版 11　高原川河畔（横山）に見られる横山衝上（横山千貫橋の北側）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

註 10)　千貫橋の東側。
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cg：庵谷峠礫岩層
gr：船津花醐岩 ( ミロナイト化す )

白線は横山衝上線。白線で囲まれた cg の上面が
衝上面で，断層角礫も断層粘土も認められない。
衝上面はこゝでは N65°W・20°S を示す。

図版 12　ソンボ谷入口に見られる横山衝上

断層は北西に向かって連なり，後に生成した断層によって切断され，北西域外の桐谷

南方に達する。そして域内の太田薄波南西方にはクリッペが存在する。

　このようにして，南東部地域では手取層群と基盤との境界である不整合面はそのま

ま残り，北西になるにつれて基盤は上昇して，手取層群との間に辷りが起り見掛上の正

断層を生じ，さらに転位量が増すと推し被せ構造を形成するに至った。このために，

横山衝上に接近した手取層群は擾乱をうけた。横山衝上の近接地域の手取層群の走向

は衝上の方向とほヾ一致し，そのために ENE-WSW 方向の褶曲軸は N-S に方向を
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転ずることもある。またしばしば地層が転倒し，あるいは派生した断層によって地層

が引きづられて複雑な褶曲構造を示す。すなわち，岩井谷附近では褶曲軸は弯曲し，

逆転した褶曲構造によって猪谷互層はレンズ状の露出を呈し，横山衝上に沿って庵谷

峠礫岩層の小露出が現われることがある。衝上によって地層がはげしく転倒し，それ

に伴なって引きづり上げられた庵谷峠礫岩層の小露出は，岩井谷東部・大津山北東方・

横山南東方および図幅地域に接した直ぐ西側域外のソンボ谷入口等で見られる。

　祐延衝上は祐延堰堤傍で確認される。図版 13 にこれを示す。この西方の延長部は不

明であるが，東方の延長部は有峰北方に現われる。猪ノ子谷奥の有峰頁岩層と庵谷峠

礫岩層との間の低角度断層 ( 図版 5 参照 ) は，祐延衝上に伴なって生じたものであろ

う。有峰北方から祐延衝上は断層に切断されて転位し，北東方域外のザラ峠附近を通

ると思われる。祐延衝上は，手取層群を擾乱させ，有峰北方では NE-SW 方向の褶

曲軸を湾曲させて，2 つの向斜と 1 つの背斜構造を生じ，また局部的には地層を逆転

(a)   祐延堰堤

a：貯水池用建物
b：堰堤ぎわの祐延衝上の露頭

位置
c：東笠山
f1：祐延衝上
f2：NE-SW 性の断層
gr：船津花崗岩
al：猪谷互層                                                                                    （ｂ）
cg：庵谷峠礫岩層                                                 gr：船津花崗岩
                                                                              ss：砂岩（猪谷互層 )
                                                                                f：祐延衝上（N50°E・30 ～ 35°N)
                                                                                
                                               図版 13　祐 延 衝 上



a：山腹の窪地に僅かに礫層と冲積層があり，そこに水田と人家がある。
b：山腹の窪地にも礫層と冲積層がある。佐古西端の水田
c：跡津川部落

　　　　　　図版 14　跡 津 川 峡 谷

V 字谷をなして北岸の中腹に 3 段に道がついている。
　　　　　　  （佐古から跡津川部落を望む〕

させている。

　衝上断層以外の断層群も手取層群を擾乱させている。そのうち，もっとも大きく影響

を与えたものは NE−SW 方向の断層群である。手取層群とともに横山・祐延両衝上を

も甚だしく転位させる。この種の断層で顕著なものは，跡津川断層註 11)( 跡津川―有

峰 )・茂住断層 ( 茂住谷―祐延 ) おび森茂―和佐府のものなどである。跡津川断層

は大多和峠より以東では 2 本に分岐する。図版 14 は跡津川峡谷を示した。この峡谷は

4km にわたって断層に沿って真直ぐにのびている。これら ENE−WSW 方向の断

層群は，本地域内でもっとも新期に生成された。

　NE−SW 方向の断層群は，上述の断層群より古く，E−W 方向のものより新しい。

前述の断層群はいずれも衝上よりは新期に生成されて衝上を切断するものである。し

かし，大多和附近を通る NNE−SSW 方向の断層は，手取層群を大きく転位させ東

側が落ちているが，横山衝上によって切断されている。

　後期中生代の地殼変動註 12)　手取層群の地質構造や堆積環境などをよく理解するた

めに，後期中生代の地殼変動を考察する。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
註 11)    辻村太郎はこの断層の延長は 24 ～ 30km 以上とした 22)。
註 12)  本 地 域 の 後 期 中 生 代 の 地 殼 変 動 は 小 沢 儀 明 18)19)20)25) お よ び 小 林 貞 一 30)40)44)46)50)53)58)

　　　　はジュラ紀末と考えた。
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　飛驒高原西部に分布する手取層群は，造山期の堆積物 105)107)110)111) であることが知

られている。本地域の手取層群も層序・岩質変化および地質構造などからみて，造山

期の堆積物である。

　九頭竜亜層群は粗粒の堆積物から始まる。本地域におけるものは真川砂岩礫岩層で

ある。このような顕著な礫岩を堆積させた環境，すなわちある種の地殼の動揺が存在

したことを示す。東坂森累層は，この種の地殻運動に伴なった沈降ないし海進によっ

て堆積したものである。本地域の石徹白亜層群の基底礫岩に当る庵谷峠礫岩層も顕著

な礫岩からなり，その基底部では基盤岩類を反映して，花崗岩礫のみでなく片麻岩

礫も伴なうが，上部になるにつれてほとんど花崗岩礫のみからなる。東方地域 ( 域外 )

に花崗岩が広大な分布を占めること，真川流域を中心とした東部地域の長棟川累層は

粗粒である事実とともに，庵谷峠礫岩層の礫種の変化は，東方から物質が急激に供給

されたことを暗示する。そして，真川流域で跡津川累層がオーバーラップによって直

接に基盤を覆うに至ったものであろう。船津花崗岩の分布地域に狭小な範囲で東坂森

累層が現われることは，長棟川累層堆積以前に顕著な不整合―隆起運動による―と，

長棟川累層堆積中にも地殻の沈降の推移があったことを示す。

　珪長岩の貫入ないし溢流が手取層群堆積中に起っていることは，この時期に火山活

動も地殻変動の一翼を負うていると思われる。

　各地の手取層群の上に，基盤の岩類を衝上させた衝上断層註 13) は，諸所で知られて

いるが，本地域にも横山・祐延両衝上がある。両衝上は赤岩亜層群堆積後，すなわち

上部白堊紀後に生成したことは明らかである。また北方地域 ( 図幅地域外 ) では横山

衝上が新第三系註 14) に被覆されることからみて，白堊紀末期に生成されたと予想され

る。以上のことを総括すると，本地域において認められる後期中生代の地殻変動は，

次のように要約される。

　第 1 段階 : 東坂森累層の堆積前の不整合で示される隆起 ( 削剝 )，第 2 段階 : 東坂

森累層の堆積 ( 基底礫岩を伴なった ) による急激なる沈降と海進，第 3 段階 : 長棟川

累層の堆積前の削剝で示される降起，第 4 段階 : 庵谷峠礫岩層で示される急激な基盤

___________________

 註 13) 　藤本治義 28) は手取川上流で衝上断層を発見し，前田四郎 108) は常願寺川流域で藤橋衝上を記載した。
荒島岳図幅内には大納および伊勢の両衝上が知られる 107)110)112)。根尾図幅内には徳山衝上等があ
る 110)。

 註 14)    この新第三系は八尾層群 ( 中新統）とよばれている 34)47)。
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の削剝と地層の堆積，第 5 段階 : 珪長岩の溢流と南俣谷礫岩層で示される特殊な堆積

環境 ( 黒色粘板岩礫と珪長岩礫で示される )，第 6 段階 : 横山・祐延両衝上の生成と手

取層群の褶曲の生成，第 7 段階 : 断層群を生成した地塊運動などの現象があった。こ

のうちのあるものは相互に密接に伴ない。あるいは場合によってはとくに著しく表現

された。そしてこれらの諸段階を通じて本地域の地殻は激しく動揺した。

　II.  5. 2　石 英 斑 岩 類

　本岩類には 2 通りのものがある。1 つは手取層群中に岩床状に分布するものであっ

て，とくに南俣谷礫岩層と密接な関係をもつ珪長岩であり，他は明らかに手取層群堆

積後に貫入した石英斑岩である。

　珪 長 岩

　珪長岩に属するものは長棟川および跡津川両累層中に岩床状に挾まれ，場所によっ

てはこれらを貫ぬき，あるいは熔岩として溢流した。本岩の活動の全貌は明らかでは

ないが，南俣谷礫岩層堆積と相前後してもっとも激烈であった。本岩の顕著な露出は

有峰―祐延および打保谷に現われるものである。

　有峰―祐延における珪長岩はもっとも厚い部分では 500m を超え，場所によっては

手取層群の岩石に接触変質を与えて絹雲母の生成が見られるが，局部的には南俣谷礫

岩層によって不整合関係 (?) で被覆され ( 図版 9 および第 2 図参照 )，あるいは整合

(?) に被覆されるようである。打保谷の岩体も同様な産状と思われる。長棟川上流の本

岩は，岩床状をなすものであるが，一部では明らかに手取層群を貫ぬく岩脈である。

　岩石は淡黄白色～青灰色を呈し，一般に細粒～微粒である。肉眼では顕著な石英を

認めないのが普通であるが，まれに石英の斑晶が顕著な部分もある。おもに石英およ

び微斜長石からなり，変質が著しく，緑泥石・白雲母・鉄鉱等の 2 次的鉱物に富み，

時に粗粒となり大きさ 3mm に達する長石の斑晶を含む場合もあるが，これらの斑晶

は，いずれも，まったく緑泥石などに変質してしまっている。

　石 英 斑 岩

　石英斑岩はいずれも岩脈として手取層群やその基盤に貫入しにものである。本地域

では南部地域に多く，北部地域のものは主として珪長岩に属する。本岩に属するもの
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の好例は，神岡鉱床下之本坑の坑内に現われ，鉱床の生成と密接な関係註 15) を有する

ものである。

　岩石は淡灰色～淡黄灰色を呈し，斑晶は長さ 8mm に達する熔蝕された石英および

自形の斜長石からなり，両者の比は部分的に変化が著しい。石基は細粒の石英片・カ

リ長石からなり，緑泥石などの 2 次的鉱物にとみ，斑晶も石基も変質をうけている。

　石英斑岩は横山衝上生成後に貫入したものもあるが，時には珪長岩と密接な関係を

有するものもあり，貫入の時期によって区別することが難しいので，こゝでは珪長岩

とともに一括して塗色した。

 II.   6　新 生 界

　本地域における新生界には第三紀の火成岩類および第四系がある。

　II.  6. 1　第三紀の火成岩類

　第三紀における火成岩類は粗粒玄武岩および安山岩類である。

　粗 粒 玄 武 岩

　粗粒玄武岩は手取層群を貫ぬいて有峰の東谷奥に 2 カ所と，大多和東方山地に 1 カ

所，岩頸をなして露出するに過ぎない。

　岩石は暗灰色粗粒で，斑晶は著しく変質した塊状半自形の普通輝石と，おそらくこ

れが，2 次的に変化したと思われる方解石および緑泥石の集合体からなり，石基は斜

長石 ( 中性長石 ) の拍子木状結晶の集合からなり，その間を鉄鉱粒および緑泥石など

が充塡している。

　本岩の貫入の時期は詳らかではないが，こゝでは仮に第三紀とした。

　 安 山 岩 類

　安山岩類は本地域の山嶺部を占めてかなり広く分布する熔岩と，岩脈として貫入し

た小岩体とがある。

_______________________
 註 15) 加藤武夫 21)32) は横山衝上後に烈しい火山活動が起り，下之本坑の金銀鉱脈はこの時に生じた熱水

　　　  鉱床で，この地方に諸所に発達する石英斑岩や石英粗面岩の岩脈は，この火山作用の遺物であるとし

             た。
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   安山岩類には普通輝石角閃石石英安山岩と含柘榴石角閃石安山岩とがある。いずれ

も貫入の時期は詳らかでないが，仮に第三紀とした。

   普通輝石角閃石石英安山岩　熔岩として東笠山 − 西笠山から西笠山南画山腹にかけ

て分布するものが，もっとも広域を占める。他の大部分の熔岩および岩脈は，いずれ

も本岩に属する .

    岩石は帯緑暗灰色～灰黒色を呈し，部分的には変朽安山岩となっている。

   斑晶は約 1mm の半自形をなし，淡色の角閃石，約 2m 皿の半自形の斜長石 ( 曹灰

長石 ) および円味を帯びて熔蝕された石英からなり，時に周辺部が緑色角閃石に変化

した普通輝石を産し，そして輝石は著しく巨大となり，数を増し，これに反して緑色

角閃石が減少することがある｡ 石英中には黒雲母片が包有される場合も少なくない｡

石基は石英・斜長石およびカリ長石の小片からなっている。石基および斑晶の斜長

石は緑泥石化することが多い。

   柘榴石含有角閃石安山岩　柘榴石含有角閃石安山岩に属するものは，打保谷北方の

熔岩および祐延堰堤東側の断層面に貫入した岩脈である。

   岩石は暗灰色～青灰黒色を呈する。斑晶は約 3mm の斜長石・角閃石および柘榴石

からなる。角閃石は一般に長さ 5mm，打保谷北方ではしばしば長さ 5cm のものを

含み，変質してオパサイト縁に取り巻かれた緑泥石および方解石の集合体になる。

柘榴石は丸味を帯びた半自形を呈し，鉄鉱および緑泥石片を包有し，割れ目に富み，

一部は周辺部が熔蝕をうけている。

   石基は細かな柱状斜長石およびカリ長石からなり，副成分鉱物として燐灰石・鉄鉱

およびチタン石 (?）の小片がある。

II．6．2    第    四   系  

    第四系に属するものは礫層および冲積層である｡

礫       層

礫層は山間の小盆地および河川の沿岸に小規模に分布する。そのうちで著しいもの

は有峰のもので，厚さが約 50m に達する｡ 小丘陵状山地に分布し，かって湖沼が存

在したことを暗示する。有峰では，礫は大きさが一般に夏蜜柑大～拳大で，礫種には

手取層群の岩石や珪長岩が多く，一般に亜角礫ないし円礫である。礫を充塡する砂は
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      図版 15　有峰における礫層 ( 峠谷入口附近から南西に向かって写す )

比高約 70 ～ 100m の小丘陵状山地に礫層がみえる。
有峰北東部 ( 和田川の西岸 )

比較的に豊富であり，礫層中には薄い砂や粘土を挾む。図版 15 は有峰の礫層からなる

小丘陵を示したものである。下之本―和佐府近傍の小丘陵状山地の緩い斜面にも点々

と礫層の分布が見られる。この地域では，船津花崗岩・手取層群の岩石および安山岩

の礫を多く含み，安山岩礫にはしばしば巨礫 ( 径数 m) のことがある。

　河川の沿岸には段丘堆積物がある。礫層を主とし，薄い砂や粘土を挾む。礫種は基

盤の岩石および供給源の基盤などによって，一様ではない。また淘汰の程度や礫の大

きさも，その近傍の地形その他の影響を受けているので，地域によって相違がある。

　高原川の流域には数段の段丘 12) が見られ，平地をなしあるいは山腹に緩い斜面がつ

くられる。高原川流域の礫層は一般に花崗岩・片麻岩および手取層群の岩石などを礫

として含み，厚さは 10 数 m のことが多い。その上位に，上流から運ばれた浮石質熔

岩の砂や礫 ( 胡桃大以下の小角礫 ) がしばしば堆積している。浮石質の砂礫層は一般

に 10 数 m 以下である。



図版 16　真川上流の礫層 ( 寺地山北方の峡谷 )

こゝでは厚さ 30 ～ 50m，角礫の
大きさは最大 1 ～ 2m である。

　河川の上流や急峻な地形を呈する近傍で見られる礫層は，扇状地または崖錐性を帯

びた堆積物があり，角礫を多く合み，巨礫を認めることがある。図版 16 は真川上流

( 寺地山北側の峡谷 ) に見られるその好例を示した。

　冲 積 層

　冲積層は河川の流域に小規模に分布する。礫層からなる小丘陵の山榎の平坦面の上

にも，諸所に小規模に分布している ( 図版 14 参照 )。図版 17 は図幅地域北西端におけ

る礫層の上位に見られる冲積地を示した。分布がきわめて狭い冲積層は，地質図には

省略している。

　本地域の水蝕は比較的に急速に進行していて，各所で岩石が崩落している。もっと

も激しい跡津川流域では，降雨によって山腹の道路上にしばしば落石を認める。図版

18 は跡津川上流の和佐府で生じた川岸の崩壊である。

55



56

　　　　　海抜４００m 附近の段丘面（礫層が分布する ) にある冲積層（水田がある）を示す。
　　　　　　　ので地質図に示した。a は高原川の支流猪谷川 ( 域外 )，高原川の河床は海抜 200m，県道は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 版 17　 段 丘 堆 積 物

図版 18　川岸の崩壊

　a にあった礫 ( 径約 3m) が b に転落した

　 　  （場所：跡津川上流北岸の下之本坑坑口附近 )
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地質図には省略した。この南東方の段丘 ( 海抜 550m 附近 ) 上の冲積層はかなり広い
海抜 280m くらい。( 場所：小糸東部山地 )

（ 礫 層 ） の 上 位 の 冲 積 層

III. 　応 用 地 質

III.  1　金 属 鉱 床

　本図幅地域内には，栃洞・茂住・下之本の 3 山をふくむ神岡鉱山および吉城鉱山

が，現在稼行され，他に休山中の長棟鉱山などがある。

　これらの諸鉱床は，鉱床の型式から 2 分される。1 つは，栃洞・茂住両鉱床で，著

しく規模が大きく，おもに飛驒変成岩中の石灰岩に関係する交代鉱床である。他の 1

つは，吉城・下之本両鉱床で，規模は小さく，中生層または船津花崗閃緑岩を貫ぬく

熱水性鉱脈である。上記両型式の鉱床は，大きくみると，ほヾ同一鉱化作用に属する

可能性が強い。また，母岩と両型の分布とは，密接な関係があると考えられる。

　各鉱床相互の関係をみると，栃洞と茂住は，鉱床および鉱石の性質が類似し，両者

の間には，小規模な同種鉱床が連続して散点することなどから，明らかに同一鉱化作

用に属する。吉城と下之本は鉱床の型式をやゝ異にするようであるが，いずれも E-

W 方向に走る鉱脈で，同じ岩相の石英斑岩脈を伴ない，両者の間には，同じ E-W 方

向に走る断層および石英斑岩脈があり，ほヾ同一鉱化作用に属する可能性を示してい

る。
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　両型の鉱床の相互関係をみると，栃洞・茂住鉱床の一部が脈状であること，また鉱

脈型の鉱床に関係する石英斑岩脈は，交代鉱床にもあらわれ，ことに栃洞の場合，吉

城・下之本と雁行する岩脈が存在することなどから，両者は大きくみて同一鉱化作用

に属すると考えられる。しかし，両者には，鉱床型式や鉱石の違いもあって，確かで

ない。

　これらの諸鉱床の形成時代は，下之本鉱床が中生層をつらぬくほかは，母岩の時代

が確立していないのでわからない。しかし，鉱床に関係する断層系が中生層中のもの

に共通するものがあったり，例えば，栃洞では中生層を切る石英斑岩と平行で，同じ

岩相の岩脈が鉱床中にあり，その一部を鉱石が交代していることなどから，本図幅地

域内の一群の鉱床は，中生代手取統堆積以後の形成にかゝるもので，中生代末または

第三紀の生成ではないかと考えられる。

　III.  1. 1　栃洞坑  ( 神岡鉱山 )

　位置および交通　岐阜県吉城郡神岡町二十五山附近にあり，高山線猪谷駅の南方約

30km，神岡鉄道を通ずる。また，高山線高山および飛驒古川駅からバスの便もあ

る。

　沿 革　戦国時代末弘治年間に，和佐保新兵衛によって，はじめて開発され，銀・

銅・鉛を産出したという。明治 19 年から三井家の所有となり，本格的開発に着手し

た。それ以来，亜鉛・鉛・硫酸・銀・蒼鉛・砒素・カドミウム・黒鉛など，いずれも

本邦屈指の産額をしめてきた。第 2 次世界大戦中の乱掘により，一時大いに産額が劣

えたが，数年にして戦前以上に増産されるようになった。

　地 質　鉱床の附近はおもに飛驒変成岩類からなり，角閃石花崗閃緑岩質片麻岩・

角閃岩・斑粝岩・晶質石灰岩・透輝石閃緑岩質片麻岩およびアプライトなどの岩相を

ふくむ。また，石英斑岩・安山岩および玢岩の岩脈も著しく多い。これらの飛驒変成

岩類は，二十五山を中心とした背斜構造をつくり，ほヾ N20°E，40°S 方向の軸を

もち，その結果，SW 方向に凸面をむける。その背斜構造にふくまれる小さな褶曲の

軸部附近では，石灰岩層が厚く，それに鉱床が形成される。附近の飛驒変成岩類は，

ミロナイトが多く，割れ目の発連が著しい。

　鉱 床　鉱床は，飛驒変成岩が船津花崗閃緑岩に接する附近で，構造ももめ，背斜



59

構造の形成された部分の晶質石灰岩に関係する高熱交代鉱床で，本邦有数の規模をも

つ。

　鉱床は二十五山を中心に，1.5 × 1.0k㎡の地域に，1 ～ 9 番をはじめ，数 10 の鉱体

がふくまれる。これらの鉱体の形成は，石灰岩およびその背斜構造に支配される。個

個の鉱体は，レンズ状をなし，いずれもほヾ N20°E に延び，40°S に落し，母岩の

背斜構造の軸にほヾー致する。これらの鉱体のうち，最大の 9 番鉱体は，最大 260

× 60㎡の水平断面をもち，傾斜延長 500m 以上に達する。一部の鉱床は，E-W，

NE および NW 方向などに走る断層に伴なう，大きな割れ目を埋めている。

　栃洞坑の北には，蛇腹・円山，さらに漆山と旧時採掘された鉱体がある。蛇腹・円山

はいずれも白地は少なく，杢地が大部分をしめる。蛇腹坑は，灰重石を産することが

特徴である。円山鉱体は，700 × 300㎡の鉱床地域中に 7 鉱体があり，一部開発され

ているが，未開発部分が多い。蛇腹・漆山両鉱体は休山中である。

　鉱石は，杢地と白地に分かれ，杢地鉱床は，方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱などで，脈

石は灰鉄輝石がもっとも多量で，緑簾石・緑泥石・方解石・珪灰石・珪灰鉄鉱・柘榴

石などをふくむ。白地は中熱水性で，レンズまたは脈状をなして杢地中に侵入し，交

代するもので，鉱石は方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱を主とし，輝銀鉱・自然銀を伴な

い，脈石は石英および方解石を主とし，沸石や氷長石などを伴なう。小規模だが品位

が高い。

　品位・鉱量・産額

　　　品位　( 日本鉱産誌 )

　　　　　　　　　　栃洞　　　　円山

　　　　Ag　　　　　43g/t　　　17g/t

　　　　Pb　　　　　0.63%　　　0.18%

　　　　Zn　　　　　5.7%　　　  5.1%

　　　鉱量　(1952 年 4 月 1 日現在　日本鉱産誌 )

　　　　　　　　　　　 　　栃洞　　　　 円山

　　　　鉱量　　　　　22,585,900t　  8,042,500t

　　　　Ag　　　　　　　   　33g/t　　　   27g/t　

　　　　Pb　　　　　　　　  0.45%　　　   0.32%
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　　　　Zn　　　　　　　　5.1%　　　　　4.6%

　　　　産額

　　　　　　　　　 1953 年　　　1954 年　　　1955 年

　　　　粗鉱　　　741,400t　　763,601t　　 685,263t

　　　　Pb　　　　　　0.5%　　　　0.5%　　　　0.6%

　　　　Zn　　　　　　4.5%　　　　4.5%　　　　4.5%

　　　　Ag　　　　  　34g/t　　　 34g/t　　　32.2g/t

　　　　Au　　　　     0.1g/t  　      0.1g/t 　　     0.5g/t

         開山以来の産額  111,150,000t

      　        Pb               Zn              Ag

            0.91%        　5.3%        57.7g/t

   その他  栃洞・茂住・下之本の神岡 3 山の鉱石から，精錬の副産物として黒鉛およ

び次のような金属が採取される。

　たヾし黒鉛は，栃洞および茂住坑の鉱石中で，鉱床の原岩の晶質石灰岩中に含まれ

ていた黒鉛が，鉱石による交代作用をまぬがれてのこったものである。

　III.  1. 2　茂住坑  ( 神岡鉱山 )

　位 置　岐阜県吉城郡神岡町と富山県上新川郡大山町との県境にまたがり，池山北

西地域にある。高山線猪谷駅から神岡鉄道によって東茂住に達し，自動車道路 6.5km

によって，採掘事務所につく。

　沿 革　天正 17 年金森宗貞により発見され，金・銀・鉛・銅などを採掘したとい

う。明治 17 年三井家の所有になってから本格的開発がはじめられ，増谷坑・池山坑な
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どを稼行し，明治中期より鉛谷坑および持ケ壁坑の開発に着手し，末期には，天戸平

坑・中小屋坑などを開発した。その後，変動を経て，現在 7 号𨫤ぞいの池山鉱床群を

主要稼行対象とするにいたっている。

　地 質　鉱床は，飛驒変成岩が中生層に入りくんだ，不整合および断層関係で接す

る附近にあり，構造はもめ，割れ目やミロナイトがよく発達する。また N-S，NW-

SE，E-W などの断層がよく発達する。

　母岩は，栃洞とほヾ同じである。しかし，構造は栃洞のように大規模な褶曲構造が

あるのではなくて，NNW 方向の断層の，おもに下盤附近に石灰岩がひきづられたよ

うな小褶曲をつくり，軸部で肥大する。この部分に鉱床が形成されている。

　鉱 床　鉱床はほヾ N-S 方向にならび，北から，北 20 号・北 15 号・乙北・乙零号・

南 2 号・南 3 号・南 5 号・甲などの鉱体が，走向延長 1km 以上，個々の鉱床の傾斜

延長は，400m 以上に達するものもある。これらは，いずれも前記石灰岩の褶曲軸部

に形成されていて，石灰岩と同じような形や落しをもち，一部は断層によってひきづ

られたような不規則なレンズ状である。

　また，鉱床の一部は，鉱脈状であり，その北端は中生層を貫ぬくという。

　鉱床の脈石は，栃洞と同じく，杢地および白地からなる。鉱石は，閃亜鉛鉱・方鉛

鉱を主とし，黄銅鉱・マチルド鉱・フライベルグ鉱・硫カドミウム鉱・磁鉄鉱・磁硫

鉄鉱・黄鉄鉱なども少量含有し，坑内上部および露頭附近では，カラミン・緑鉛鉱・

孔雀石などの酸化 2 次鉱物もみいだされる。

　茂住周辺には，池山・播磨谷・新盛・元池・銅平・中小屋・天戸平・増谷・鉛谷・

持ケ壁などの旧時開発された鉱体および未開発鉱体がある。

　品位・鉱量・産額

　　　品位　　　　　Ag　　　　Pb　　　　 Zn

　　　　　　　　　31g/t            2.4%           8.6%

           鉱量                確定      2,070,000t

                                  推定  　 1,740,000t

　　    産額

　　　　　　　　　　 粗鉱　　　　 Pb 　　　　Zn 　　　　Ag 　　　　Au

　　　　1953 年　 116,882t　　　 1.9%　 　　8.2% 　　　29g/t 　　0.1g/t
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　　　　1954 年 　122，513t　　　 2.1% 　　　8.0% 　　　30g/t　　 0.1g/t

　　　　1955 年　 122，624t       　 2.5%　     　6.5% 　　   28.7g/t      0.07g/t

　　　開山以来の産額　 14,730,000t

　　　　　Ag　　　 Pb　　    　Zn

　　　  　50g/t　　 3.3%　　　8.0%

　III.  1. 3　下之本坑( 神岡鉱山 )

　位　置　岐阜県吉城郡神岡町山之村にあり，高山線猪谷駅から神岡鉄道で土にいた

り，土からトロッコまたは徒歩，約 15km で採掘事務所につく。あるいは，高山線高

山駅または飛驒古川駅から，バスにて神岡町船津にいたり，さらに自動車道路約 25km

による。

　沿　革　明治 35 年，住民により発見せられ，明治 37 年三井家の所有となる。

　地　質　鉱床附近は，下之本型の船津花崗閃緑岩とその北に N70°E，50 ～ 70°S の

逆断層をもって接する中生層からなる。この逆断層は，横山衝上運動に関係するもの

と考えられるもので，逆断層面には，石英斑岩の岩脈が迸人している。船津花崗岩

は，この附近で一部ミロナイト質である。中生層は手取統で，礫岩・砂岩・泥岩およ

びそれらの互層からなり，一般に，E-W，20 ～ 70°N であるが，断層面に近づくと

多少もめる。岩脈には流紋岩質のものもあり，近接して平行である。

　鉱　床　鉱床は，船津花崗閃緑岩と中生層間の逆断層面に沿って形成された中熱水

性鉱脈で，走向延長 1，200m 以上，傾斜延長 400m 以上にわたり，いずれもほヾ東西

に走り，逆断層面に平行する。

　脈幅は，平均 10cm，最大 1m に達し，レンズ状に分散したり，断層破砕帯中に分

岐したりしている。おもな鉱脈は下𨫤および田代𨫤で，その他下𨫤の南側に大正坑，

田代𨫤の延長上約 1，000m に打保坑，さらに南方 11,500m に大鼠坑がある。田代𨫤

および下𨫤のみが現在稼行されている。

　鉱石はアンチモン鉱物をもつことを特徴とし，エレクトラム・フライベルグ鉱・方

鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・車骨鉱・毛鉱・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱などからなり，脈石は石

英を主とし，少量の緑泥石・燐灰石をふくむ。
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　品位・鉱量・産額

　　　品位 ( 日本鉱産誌 )

　　　　　Pb　　　　Zn　　　　Au　　　　Ag

　　　　 4.5%　　　 4.0%　　    12g/t　   1, 400g/t

          鉱量 ( 日本鉱産誌 1952. 4. 1 現在 )  48,142t

                  Au             Ag                 Pb                  Zn

               12g/t          782g/t         5.3%                 ―

       　産額

            　　     　 1953 年     　 1954 年       1955 年

       粗鉱              1,564t             1,459t          1,279t

       Au 　　　    10.3g/t        　 10g/t            11g/t

       Ag   　　　   770g/t        1,070g/t       1,025g/t

  なお，神岡鉱山の各鉱床について，同鉱山の資料によって，第 4 ～ 8 図をかゝげて

おく。

　III.  1. 4　吉 城 鉱 山

　位　置　岐阜県吉城郡神岡町山之村にあり，高山線猪谷駅から神岡鉄道で神岡町船

津にいたり，さらに約 20km，自道車道路にて採掘事務所にいたる。

　地　質　鉱床附近には，下之本型の船津花崗閃緑岩が分布し，鉱床に接して，鉱床

にほヾ平行する石英斑岩脈が迸入している。

　鉱　床　鉱床は中熱水性鉱脈で，ほヾ E-W 方向の吉城新坑𨫤・本𨫤・新栄𨫤およ

び NE 方向の岡田𨫤からなる。走向延長 100 ～ 450m，脈幅 30 ～ 60cm である。

　鉱石は，石英脈中にレンズ状に濃集するもので，おもに閃亜鉛鉱・方鉛鉱からな

り，黄鉄鉱・硫砒鉄鉱・黄銅鉱を伴ない，まれに菱鉄鉱もある。脈石はほとんど石英

からなり，少量の方解石・鉄苦灰石を伴なう。
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　品位・産額

　　　品位

　　　産額

　　　　　　　　　　　　　1951 年　　　  1954 年

　　　　　　　粗鉱　　　　 523t　　　　　309t

　　　　　　　Zn　　　　　 1.9%　　　　　5.2%

　　　　　　　Pb　　　　　 1.9%　　　　　8.4%

　　　　　　　Ag　　　    155g/t　    　 1,040g/t

　なお，1938 ～ 1942 年間には，粗鉱 10,588t を産出した。

　III.  1. 5　長 棟 鉱 山

　位置および沿革　富山県上新川郡大山町にあり，高山線猪谷駅から神岡鉄道で東茂

住にいたり，北東方へ徒歩約 20km，長棟川上流の旧採掘場跡に達する。

　沿　革　往時，本鉱山は盛んに稼行せられたといわれ，千軒平などの地名をのこす

が，詳細は明らかでない。天正年間に，大山佐平次が池ケ原銀山と称して稼行したと

いう。その後，明治 15 ～ 16 年，池本長五郎により，明治 41 年～大正 2，3 年，渡辺治三

郎によって採掘せられ，その後，田村正一の手にわたり大正 9 年 4 月休山してこんに

ちにいたる。

　地質および鉱床　鉱床附近は，中生層手取統に属する砂岩・礫岩・泥岩またはそれ

らの互層からなり，NW-SE，30°S に走り，これらを貫ぬいて，石英斑岩および玢

岩岩脈が N-S 方向に迸入する。

　鉱床は，この石英斑岩脈に平行する約 3 條の熱水性鉱脈からなり，鉱石はおもに方

鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱で白鉛鉱をふくむ。脈石はおもに石英および方解石
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である。

　品位・鉱量・産額

　　　品位 ( 日本鉱産誌 )

　　　　Pb　4.2%　　　　　　Zn　4.3%

　　　産額

　　　　　　　　  　明治 42 年　　　　　43 年

　　　採掘高　   　 156,900 貫　　　  722,730 貫

　　　　銀　　　　　 2,548 匁　　　　 52,693 匁

　　　　鉛　　   　　12350 斤　　　   177,533 斤

　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

 1)   坂市太郎：飛驒四近地質報文，地質要報，第 3 号，1887

2) Yokoyama， M. ： Jurassic Plants from Kaga， Hida and Echizen， Jour. 

                         Coll. Soc. Imp. Univ. Japan， Vol. 3， Art. 1， 1889

 3) 大塚専一：  20 万分の 1 地質図幅「富山」，ならびに同説明書，地質調査所，

 　　　　         1890

 4)   比企　忠：神岡鉱山産の鉱物 ( 雑 )，地学雑誌，Vol．4，No．46，1892

 5)   篠本二郎：飛驒国神岡鉱山の鉱物，地学雑誌，Vol．7，No．86，1895

 6)   篠本二郎：飛驒国神岡鉱山の鉱物，地学雑誌，Vo1．8，No．88，1896

 7)   石原初太郎：飛驒国神岡鉱山大富及東平鉱床( 雑 )，地質学雑誌，Vol．5，No．55，1898

 8)   平林　武：飛驒国産金地 ( Ⅰ )，( Ⅱ )，地質学雑誌，Vol．12，Nos．140 ～ 141，

 　　　　　      1905

 9)  加藤鉄之助：飛驒山脈の地質について，地質学雑誌，Vol． 21，Nos．246 ～

 　　　　　 　 248， 1914

10)  野田勢次郎：神岡鉱山，地質要報，No．46，1914

11)  Y．　　　　：神岡鉱山のシェーライト ( 雑 )，地質学雑誌，Vol．21， No．

 　　　　　 　  244， 1914

12) 佐藤伝蔵：飛驒高原川の本郷段階 ( 雑 )，   地学雑誌，   Vol．28，No．344，
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 　　　　　  　   1916

13)　佐藤伝蔵：神岡軌道線路の中生代化石産地 ( 雑 )， 　  地学雑誌，　　Vol．28，

 　　　　　    　 No．344，1916

14)　佐藤伝蔵 ： 神岡鉱山の石英斑岩および岩脈，地学雑誌，Vol．29，No．339，1917

15)　佐藤伝蔵：飛驒山脈の片麻岩，地学雑誌，Vol．29，No．339，1917

16)  佐藤伝蔵・野田勢次郎：20 万分の 1 地質図幅「高山」，ならびに同説明書，地

 　　　　　　     質調査所，1920

17)  Yabe，H． ： Note on Some Mesozoic Plants from Japan， Korea and 

                 China， Sci． Rep. Tōhoku Imp. Univ.， 2nd Ser.， Vol. 7， 

                            No. 1， 1922 

18)  Ozawa，Y. ： The Post-Palaeozoic and Later-Mesozoic Movements in the 

                 Inner Zone of Japan， Jour. Fac. Sci. Tōkyō Imp. Univ.， 

                            Sec.  2， Vol.  1， Pt.  2，  1925a

19)   小沢儀明：  秋吉台の地史 と 地形 と 地下水  (1)，  (2)，   (3)，    地理学評論，

 　　　　　　     Vol．1，Nos．1 ～ 3，1925b

20)   小沢儀明：  西南日本内帯における第三紀以前の地穀変動，地理学評論，Vol．2，

 　　　　　 　    No．2，1926

21)   加藤武夫：本邦における造山作用・鉱床生成の関係，附本邦鉱床の標式，地

 　　　　　 　   球，Vol．5，No．3，5，6，1926

22)  辻村太郎： 断層谷の性質並びに日本列島一部の地形学的断層構造 ( 予報 )，地

 　　　　 　　   理学評論，Vol．2，No．3，1926

23)   小林貞 一： 手取統について，地質学雑誌，Vol，34，No．401，1927

24)  Yabe，H． ： Cretaceous Stratigraphy of the Japanese Islands， Sci. Rep. 

                     　   Tōhoku Imp. Univ.， 2nd Ser.， Vol. 11， No. 1， 1927 

25)  Ozawa，Y. ： Geologic History of Southwestern， Japan during Mesozoic 

                            Time， Proc. 3rd， Pan-Paci. Sci. Congr. Tōkyō (1926)， Vol. 1， 1928

26)   渡辺万次郎：神岡鉱山栃洞鉱床の硫化作用と露天化作用，岩石鉱物学雑誌，

 　　  　　　 　  Vol． 2，No． 1， p． 1 ～ 5， 1929

27)   Watanabe， M. ： Study on the Ore-Deposits of the Kamioka Mines. Am.
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　　　　　　     Rep. New York， Saito Hoonkai，  No.  6， 1929

28)　藤本治義：手取川流域に発見せる著るしい衝上断層，地質学雑誌．Vol．37，

 　　　　　　    No．446，1930

29)　Oishi，S. ： Fossil Plants from Japan and Korea， Sci. Rep. Hokkaidō 

                           Imp.  Univ.，  2nd  Ser.，  Vol.  14，  No.  2 A，  1931

30)　小林貞一：層序論より見たる西南日本中生代の地殼変動，地質学雑誌，Vol

 　　　　　　    38，No．458，1931

31)　小林貞一：西南日本地体構造と中生代古地理に関する一考証　( 其の 1)，地質

 　　　　　　    学雑誌，Vol．38，No．458，1931

32)　加藤武夫：南朝鮮および西南日本における中生代末期の火山活動，火山，Vol．

 　　　　　　    1，No．2，1932

33)　松田亀三：神岡鉱山産魚眼石 ( 雑 )，地質学雑誌，Vol．39，No．470，1932

34)　渡辺万次郎・井関貞和：神岡鉱山産閃亜鉛鉱と黄銅鉱との共生，岩石鉱物学

 　　　　　　     雑誌，Vol．7，No．6，1932

35)　大石三郎：手取統について ( 演旨 )，地質学雑誌，Vol．40，No．477，1933

36)　片山信夫 ： 神岡産閃亜鉛鉱結晶 ( 雑 )，地質学雑誌，Vol．40，No．480，1933

37)　今村外治：富山県下神通川流域の中生層について ( 演旨 )，地質学雑誌，

 　　　　　　     Vol．40，No．477，1933

38)　市川　渡：神通川およびその支流高原川流域の地形，地理学評論，Vol．9，

 　　　　　　 　No．2，1933

39)　犬塚英夫：神岡鉱山 ( 栃洞南 9 番 ) 産魚眼石について，地質学雑誌，Vol．40，

 　　　　　　 　No．481，1933

40)　大石三郎：手取統特にその化石帯について，地質学雑誌，Vol．40，Nos．481，

 　　　　　　 　482，1933

41)　大石三郎：手取統特にその化石帯についての正誤表，地質学雑誌，Vol．41，

 　　　　　　 　Nos．484，487，1934

42)　吉村豊文：神岡鉱山産赤銅鉱 ( 雑 )，地質学雑誌，Vol．41，No．488，1934

43)　小林貞一：本邦中生層に関する 2，3 の新事実，地質学雑誌，Vol．42，No．

 　　　　　　 　499，1935
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　　　　　   　  学雑誌，Vol．42，No．503，1935

45)　杉　健一：飛驒神岡附近の片麻岩類に伴なう特異なアプライトおよびペグマ

　　　　　　　  タイト，博物学雑誌，Vol．34，No．58，1936

46)　小林貞一：西南日本中生代地史に関する諸件 (Report　of　Progress)，地質学

　　　　　　　  雑誌，Vol．43，No．513，1936

47)　今村外治：神通川流域の地質について，富山博物同好会誌，No．3，1937

48)　Kobayashi， T ： The Geological Age of the Mesozoic Land Floras in 

                  Western Japan Discussed from the Stratigraphic Standpoint，

                            Jap.  Jour.  Geol.  Geogr.，  Vol. 16，  Nos.  1 ～ 2，  1938

49)　池辺展生：衝動・衝上・推し被せ等の言葉について ( 雑 )， 地学雑誌， Vol．

　　　　　　　  51， No．602， 1939

50)　 小 林 貞 一： 西 南 日 本 の 地 体 構 造， 地 学 雑 誌，Vol．51，No．604，1939

51)　Ōishi， S. ：The Mesozoic Floras of Japan， Jour. Fac. Sci. Hokkaidō 

                            Imp. Univ.，  Ser. 4，  Vol. 5，  Nos. 2 ～ 4，  1940 

52)　Ōishi，S. ： On the Occurrence of a Dipteridacenus Fern from the Tetori 

                Series of Toyama Pref.，  Jour. Fac. Sci. Hokkaidō Imp.  Univ.， 

                Ser. 4， Vol. 6， No. 2， 1941 

53)　Kobayashi， T. ： The Sakawa Orogenic Cycle and its Bearing on the 

                            Japanese Islands， Jour. Fac. Sci. Imp. Univ. Tōkyō， Sec. 

                     　  Ⅱ，  Vol. 5，  Part 7，  1941
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　　　　　　　  旨 )，地質学雑誌，Vol．54，No．638，1948
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93)　野沢　保：ひだ船津花崗岩の迸入 ( 演旨 )，地質学雑誌，Vol．60，No．711，

　　　　　   　  1954

94)　小林英夫・他：富山県八尾南方の花崗岩の構造 ( 演旨 )，地質学雑誌，Vol．60，

                           No．711，  1954

95)　柴田秀賢・原喜久男：北アルプスの花崗岩類 ( 予報 )，地質学雑誌，Vol．60，

　　　　　　　  No．703，1954
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                            Trans.  Proc.  Palaeont.  Soc.  Jap. ，  N.  S. ，  No.  14，  1954
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(Abstract) 

GEOLOGY 

   The area  of  the  Higashimozumi sheet-map is  located a t  the  nor th-

eas t e rn  po r t ion  o f  t he  H ida  p l a t eau ,  i n  t he  no r the rn  cen t r a l  J apan . 

The r            cks occurring in this area are the Hida metamorphic rocks, 

Funatsu grani t ic  rocks ,  Jurass ic-Cretaceous  Tetor i  group,  Cretaceous 

quar tz  porphyry and Cenozoic  rocks .  The c lass i f icat ion of  rocks  and 

their  geological  successions are  summarized in  the next  Table  1 .



2

 Table  1  Classif icat ion of  Rocks and their  Succession of  

                        the  Higashimozumi Sheet-map

   Two thrust  faul ts  are  recognized in  this  area :  one is  the Yoko-

yama thrust  running from east  to  northwest  in  the central  par t  of  

the area,  the other  is  the Sukenobu thrust  s t re tching from east  to  

west  in  the northeastern par t .  These thrusts  and many faul ts  were 

formed by the crustal  movement  of  la te  Cretaceous,  as  the essen-

t ia l  components  of  tectonic  features  of  this  area.  

1)  Hida Metamorphic  Rocks
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    These rocks  comprise  biot i te-hornblende granodior i t ic  gneiss ,  

b iot i te  granodior i t ic  gneiss ,  amphibol i te ,  d ior i t ic  gneiss ,  gabbro,  

crystalline limestone, diopside diorite, biotite schist, biotite-diopside 

schis t  and pegmati t ic  and apl i t ic  rocks of  var ious kinds.  

    The s t ructure  of  these rocks runs in  the direct ion of  NNW-SSE, 

but  is  par t ly  dis turbed as  seen near  Tochibora.  

    Biotite-hornblende granodiorit ic gneiss is most  abundant. Facies 

o f  t h i s  r ock  i s  t r an s i t i ona l ,  f r om f ine -  t o  coa r s e -g r a ined ,  f r om 

leucocra t ic  to  melanocra t ic .  This  rock  compr ises  main ly  b io t i te ,  

g reen  hornb lende ,  p lag ioc lase  and  microc l ine .  B io t i t e  i s  a lways 

al tered to  chlor i te  and prehni te .  

   B io t i t e  g ranod io r i t i c  gne i s s  i s  a l so  abundan t .  I t  i s  s imi la r  to  

biotite-hornblende granodiorit ic gneiss, but  bears porphyroblasts of  

microcl ine,  sporadical ly.  

    Lenses ,  smal l  masses  o r  a l t e rna t ive  bands  o f  amphibo l i t e  o r  

d ior i te  are  found abundant ly.  Schis tos i ty  i s  conspicuous  in  these 

rocks.  These rocks comprise  mainly green hornblende,  plagioclase 

and quartz .  

   Small  masses  of  hornblende gabbro are  formed sporadical ly.  A 

zona l  deve lopment  o f  so -ca l l ed  “gabbro  pegmat i t e” i s  s een  nea r  

Shikama.  Rarely,  d iopside or  ol ivine-bear ing var ie t ies  are  found.  

    L imes tones  a r e  abundan t  and  o f t en  l a rge  in  s ca l e .  They  a r e  

genera l ly  len t icu lar  in  shape .  Some par t s  a re  conver ted  to  skarn 

consist ing of  diopside,  garnet ,  wollastoni te,  l ievr i te,  chondrodite,  

e tc .  

   Diopside dior i te  is  formed between l imestone and granodior i t ic  

gneiss .  I t  comprises  diopside,  plagioclase and quartz .  I t  i s  one of  

t h e  c h a r a c t e r i s t i c  r o c k  f a c i e s  f o r  H i d a  m e t a m o r p h i c  r o c k s .  A 

boulder  of  orbicular  diopside dior i te  was found near  Tochibora.  

   Rarely,  smal l  lenses  of  biot i te  schis t  or  diopside-biot i te  schis t  

are  found.  

   Ap l i t i c  and  pegma t i t i c  rocks  fo rm abundan t  l ense s  o r  poo l s .  

They are aplitic gneiss, biotite-hornblende aplitic gneiss, biotite ap-

litic gneiss, diopside aplitic gneiss, leucocratic aplite and pegmatite, 

h o r n b l e n d e  a p l i t e  a n d  peg m a t i t e ,  g r a p h i c  g r a n i t e ,  f i n e - g r a i n ed
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biotite-hornblende granodiorite and epidote granite. 

2)  Funatsu Granitic Rocks 

    These  rocks  com pr i se  Fu na t su  g r a nod io r i t e ,  K i r imoda n i  g r a no-

d ior i te ,  Sombodani  g ranodior i te ,  Ar imine  granodior i te  and  Usunami 

granodiorite. 

    F u n a t s u  g r a n o d i o r i t e  i s  h e t e r o g e n e o u s  a n d  r i c h  i n  v a r i o u s 

inclus ions  of  the  Hida  metamorphic  rocks,  amphibol i te ,  d ior i te ,  e tc . 

I t  i s  d i v ided  i n to  t wo  t y pes ,  Fu na t su  t y pe  a nd  Sh imonomot o  t y pe . 

T h e  f o r m e r ,  c h i e f  r e p r e s e n t a t i v e  o f  F u n a t s u  g r a n o d i o r i t e ,  i s 

p o r p h y r i t i c  b i o t i t e  g r a n o d i o r i t e  w i t h  m i c r o c l i n e  p h e n o c r y s t s ,  a n d 

r e d d i s h  p i n k  i n  c o l o r ,  n o n - s c h i s t o s e ,  r i c h  i n  i n c l u s i o n s  o f  H i d a 

metamorphic  rocks .  Bes ides  the  porphyr i t ic  g ranodior i t e ,  t he  Funa-

t su  t ype  compr i ses  med ium-gra ined  g ranod io r i t e ,  a p l i t e ,  pegma t i t e 

and “augen gneiss” at  the contact  with Hida metamorphic rocks.  

T h e  l a t t e r,  n a m e l y  S h i m o n o m o t o  t y pe ,  poo r  i n  i n c l u s i o n s  o f  H i d a 

m e t a m o r p h i c  r o c k s ,  i s  r a t h e r  u n i f o r m  a n d  n o n - p o r p h y r i t i c .  T h i s 

type comprises schistose hornblende granodiori te  as a  chief  represen-

t a t i v e  a n d  h o r n b l e n d e -q u a r t z  d io r i t e  i n  s m a l l  q u a n t i t y.  I n c l u s io n s 

are mainly amphibolite, diorite and dike rocks. 

    C h e m i c a l l y,  F u n a t s u  g r a n o d i o r i t e  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  h i g h 

con ten t  o f  Na 2O which  genera l ly  reaches  to  5  pe r  cen t .  

   F u n a t s u  g r a n o d i o r i t e  i n t r u d es  t h e  H i d a  m e t a m o r p h i c  r o c k s  a n d 

t h e  P a l e o z o i c  f o r m a t i o n ,  s h o w i n g  a  r e m a r k a b l e  m y l o n i t i c  b o r d e r. 

   The  o the r  g ranod io r i t es  o f  Ki r imodan i ,  Sombodan i ,  Ar imine  and 

Usunami are, roughly speaking, similar to Funatsu granodiorite. 

3) Porphyritic and Lamprophyric Rocks 

   P o r p h y r i t i c  d y k e s  i n t r u d e  t h e  F u n a t s u  g r a n i t i c  r o c k s  a n d  t h e 

n e i g h b o u r i n g  H i d a  m e t a m o r p h i c  r o c k s .  S o m e  o f  t h e m  c o m p r i s e 

brown hornblende,  common augi te  or  biot i te  and become lamprophy-

ric in character. 

   S o m e  o f  t h e s e  p o r p h y r i t i c  a n d  l a m p r o p h y r i c  r o c k s  a r e  i n v a d e d 

by  r ami f y ing  g ra n i t i c  ve in le t s  a nd  me tamor phosed  to  am ph ibo l i t i c 

a n d  d i o r i t i c  r o c k s .  T h e s e  d y k e s  m i g h t  h a v e  b e e n  f o r m e d  d u r i n g
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the plutonism of Funatsu granitic rocks. 

4) Tetori Group 

   Th i s  g rou p  i s  t he  con t i n uous  sed imen t  se r i e s  f rom  l a t e  J u r a ss i c 

t o  C r e t a c e o u s ,  a n d  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  K u z u r y ū  ( u p p e r  J u r a s s i c ) , 

I t o s h i r o  ( u p pe r  J u r a s s i c - l o w e r  C r e t a ce o u s )  a n d  A k a i w a  s u bg r o u ps 

(Cre t aceous )  i n  a scend ing  o rde r.  The  g rou p  in  t h i s  a r ea  i s  d iv ided 

i n t o  t h e  H i g a s h i s a k a m o r i  f o r m a t i o n  o f  t h e  K u z u r y ū  s u b g r o u p , 

N a g a t o g a w a  f o r m a t i o n  o f  t h e  I t o s h i r o  s u b g r o u p  a n d  A t o t s u g a w a 

formation of the Akaiwa subgroup(?). 

    H i g a s h i s a k a m o r i  f o r m a t i o n    T h i s  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d 

n a r r o w l y  i n  t h e  n e i g h b o u r h o o d  o f  A r i m i n e  a n d  t h e  u p p e r  s t r e a m 

of  t he  Ma-gawa  ( r ive r ) .  I t  i s  a  mar ine  depos i t ,  and  i s  d iv ided  in to 

the  Magawa  sands tone  conglomera te  and  Ar imine  sha le  members  in 

ascending order. 

    The Magawa sandstone conglomerate member  is  underlain by the 

Funa tsu  grani t ic  rocks  and  Hida  metamorphic  rocks.  I t  i s  composed 

of  cong lomera te ,  sands tone  and  sha le ,  and  va r ies  f rom 30  to  200m 

in thickness. 

    The  Arimine  shale  member compr ises  b lack  sha le ,  in terca la t ing 

s a n d s t o n e .  I t  r e s t s  c o n f o r m a b l y  o v e r  t h e  M a g a w a  s a n d s t o n e  c o n -

g l o m e r a t e  m e m be r.  T h e  t h i c k n es s  v a r i e s  f r o m  150  t o  200  m .  T h i s 

member  is  correla ted  with  a  par t  of  the  Kuzuryū subgroup according 

to  the  p resence  of  f oss i l s  such  as  Atax ioceras  sp .  and  I noceramus? 

sp. at the Inone-dani (valley). 

   N a g a t o g a w a  f o r m a t i o n    T h i s  f o r m a t i o n  i s  e x p o s e d  w i d e l y  i n 

t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h e  s h e e t - m a p  a r e a .  I t  i s  a  f r e s h - w a t e r 

s e d i m e n t ,  a n d  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  I h o r i d a n i t ō g e  co n g l o m e r a t e  a n d 

Inotani  a l ternat ion members  in  ascending order.  

   The Ihoridanitōge conglomerate member  is the basal conglomerate 

o f  Naga togawa  f o r ma t ion  and  cove r s  t he  Hida  me tamor ph ic  rocks , 

F u n a t s u  g r a n i t i c  r o c k s  a n d  H i g a s h i s a k a m o r i  f o r m a t i o n .  T h e 

t h i ck ness  va r i e s  ge ne r a l l y  f r om  100  t o  200  m,  b u t  i s  o n l y  se ve r a l 

m e t e r s  a t  t h e  u p p e r  s t r e a m  o f  M a - g a w a .  T h e  m e m b e r  c o n s i s t s  o f 

conglomerate  in tercala ted  wi th  sandstone and shale.  The boulders  of
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conglomerate  are  composed chief ly  of  grani te  and dior i te,  and par t ly  

o f  gne iss ,  c lays la te ,  che r t ,  c rys ta l l ine  l imes tone ,  sands tone ,  f e l s i t e  

a n d  o t h e r s .  T h e  m a t r i x  i s  g r a n i t i c  s a n d .  T h i s  m e m b e r  c o n t a i n s  a  

f ragment  of  X enox ylon lati porosum  (CRAMER), so it  is correlated with 

the I toshiro subgroup. 

   The Inotani  al ternation member  is  conformably  under la in  by the 

Iho r ida n i tōge  cong lomera t e  mem ber.  I t  i s  com posed  o f  a n  a l t e r na -

t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e  i n t e r c a l a t i n g  c o n g l o m e r a t e  i n  m o s t  

p l a c e s ,  b u t  o f  a n  a l t e r n a t i o n  o f  c o n g l o m e r a t e  o r  c o a r s e - g r a i n e d 

sa nds tone  a nd  sha l e  i n  t he  ea s t e r n  pa r t  o f  t he  a r ea .  The  t h i ck ness 

varies  generally  f rom 200 to 300 m, but  is  less  than 20 m in the upper  

s t ream of  Ma-gawa. The member  bears  Podozamites  Reini i  GEYLER, 

X enoxylon  la t i porosum  (CRAMER) and  the  so-ca l led  “Tetor i  f lora”.  

T h e r e f o r e ,  t h i s  m e m b e r  i s  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  I t o s h i r o  s u b g r o u p . 

    Atotsugawa format ion    Th is  f o rmat ion  covers  the  Naga togawa 

format ion conformably or  the  Funatsu  grani t ic  rocks by over lapping. 

I t  i s  a  f r e sh -wa t e r  s ed ime n t ,  a nd  i s  d iv ided  i n to  t he  Mi na mima ta -

d a n i  c o n g l o m e r a t e  a n d  Wa s a b u  a l t e r n a t i o n  m e m b e r s  i n  a s c e n d i n g 

order.  

    T h e  M i n a m i m a t a d a n i  c o n g l o m e r a t e  m e m b e r  i s  c o m p o s e d  o f  

co n g lo m e r a t e ,  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e ,  a n d  i t s  u p pe r  o r  l o w e r  pa r t  i s  

a c c o m p a n i e d  w i t h  f e l s i t e  i n  s o m e  p l a c e s .  T h e  c o b b l e s  o r  p e b b l e s 

of  conglomera te  a re  composed  ch ief ly  of  c lays la te ,  f e l s i t e ,  g ran i te ,  

d io r i t e  a n d  g n e i s s ,  a n d  pa r t l y  o f  s a n d s t o n e ,  g r a y  s h a l e  a n d  c h e r t .  

Among  the  pebbles  o r  cobbles  of  conglomera te ,  f e l s i t e  and  angula r  

b l ack  c l ays la t e  a r e  cha rac t e r i s t i c  o f  t h i s  member.  They  a re  r i ch  in  

m a n y  p l a ces  a n d  a r e  poo r  i n  o t h e r s .  T h e  t h i c k n ess  o f  t h e  m e m be r  

varies  f rom 70 to 150 m. 

   The  Wasabu a l ternat ion  member  i s  unconformably  under la in  by 

t h e  M i n a m i m a t a d a n i  c o n g l o m e r a t e  m e m b e r,  a n d  i s  d i s t r i b u t e d  i n  

t he  cen t ra l  pa r t  o f  t he  occur rences  of  Te to r i  g roup.  I t  i s  composed 

o f  a l t e rna t ions  o f  sands tone  and  sha le  i nc lud ing  cong lomera te  and 

acidic tuff .  The member  yields Onychiopsis  elongata  (GEYLER),  Pod -

o z a mi t e s  Re i n i i  G E Y L E R  a n d  o t h e r  p l a n t s .  T h e  t h i c k n es s  i s  m o r e
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than 500 m. 

   The  Naga toga wa  a nd  A to t suga wa  f o r ma t ions  a r e  f o lded  w i t h  a n 

a x i s  r u n n i n g  f r o m  e a s t  t o  w e s t ,  b u t  f o r m  a  b a s i n - s t r u c t u r e  a s  a 

whole.  

   T he  Yok o ya ma  t h r u s t ed  bod y  cons i s t s  o f  t he  H id a  me t a mor ph ic 

r o c k s  a n d  F u n a t s u  g r a n i t i c  r o c k s ,  a n d  i t  r i d e s  o v e r  t h e  Te t o r i 

g r o u p .  T h e  d i s p l a c e m e n t  p h e n o m e n o n  i s  g r a d u a l l y  d i s a p p e a r e d  a t 

t h e  e a s t e r n  p a r t  a n d  a t  l a s t ,  t h e  t h r u s t  p l a n e  c h a n g e s  t o  t h e 

u nconf o r mi t y  i n  t he  u ppe r  s t r ea m  of  t he  K i t a noma ta -ga wa  ( r i ve r ) . 

The  Sukenobu  th rus ted  body  cons is t s  of  the  Funa tsu  gran i t ic  rocks , 

a n d  r i d e s  o v e r  t h e  Te t o r i  g r o u p  a n d  f e l s i t e .  T h e  Te t o r i  g r o u p 

i s  d i s t u r b e d  i n  t h e  p r o x i m i t i e s  o f  t w o  t h r u s t  l i n e s ,  a n d  t h e  a x i a l 

l i nes  o f  f o ld ing  a r e  o f t en  cu r ved  by  t h i s  c r us t a l  movemen t .  A long 

t h e  Yo k o y a m a  t h r u s t ,  t h e  I h o r i d a n i t ō g e  c o n g l o m e r a t e  m e m b e r  i s 

squeezed  ou t  be tween  the  th rus ted  body  and  the  Ino tan i  a l t e rna t ion 

m e m b e r  o r  A t o t s u g a w a  f o r m a t i o n  i n  s o m e  p l a c e s .  T h e  Te t o r i 

g r o u p  i s  c u t  b y  m a n y  f a u l t s  o f  N -S ,  E - W a n d  N E -S W t r e n d s ,  a n d 

is  subjected  to  the  block movements  of  the  la ter  s tage of  Cretaceous 

disturbance.  

5)  Quartz  Porphyry 

   Q u a r t z  p o r p h y r y  i s  c o m p o s e d  c h i e f l y  o f  f e l s i t e  a n d  p a r t l y  o f 

tuffaceous rock and other  quartz porphyrit ic rocks,  and occurs mostly 

a s  l a v a  f l o w s ,  s h e e t s  a n d  d y k e s .  T h e  l a v a  f l o w s  o r  s h e e t s  o c c u r 

ma in ly  in  t he  upper  Naga togawa- lower  Ato t sugawa  f o rma t ions  and 

rarely  in  o ther  hor izons.  Conspicuous  bodies  of  quar tz  porphyry  are 

ex posed  i n  t he  env i rons  o f  Ar imine  a nd  U t su bo-da n i  (va l l ey ) .  The 

dykes  pene t ra te  in to  the  Te to r i  g roup  and  a l so  the  c rushed  zone  of 

Yokoyama thrust .  

   T h e  f e l s i t e  i s  c o v e r e d  u n c o n f o r m a b l y  b y  t h e  f e l s i t e - b e a r i n g 

cong lomer a t e  o f  t he  Mina mima tada n i  cong lomer a t e  mem ber  i n  t he 

Higashi-dani  (val ley)  of  Arimine.  

   T h e  i n t r u s i o n  o f  q u a r t z  p o r p h y r y  i s  c o n t i n u e d  t h r o u g h  s e v e r a l 

s tages  f rom the  age  of  Ihor idani tōge  conglomera te  member  to  ea r ly 

Tert iary.



8

6) Cenozoic Rocks 

   The  Cenozoic  rocks  compr ise  do le r i t e ,  andes i t es ,  g rave l  bed  and 

al luvium. 

     Dolerite  

    D o l e r i t e  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  Te t o r i  g r o u p  a t  t h e  H i g a s h i - d a n i  

o f  A r i mi ne  a nd  a t  t he  no r t heas t e r n  pa r t  o f  O ta wa .  

     Andesites 

    Andes i t es  occur  as  l ava  f lows  and  dykes  in  severa l  pa r t s  of  the 

a r e a .  T h e  l a v a  c o v e r s  t h e  F u n a t s u  g r a n i t e ,  t h e  Te t o r i  g r o u p  a n d 

q u a r t z  p o r p h y r y.  T h e  r o c k  t y p e s  a r e  c h i e f l y  a u g i t e - h o r n b l e n d e 

dacite  and part ly  garnet-bearing hornblende andcsi te.  

     Gravel  bed 

    I t  i s  d i s t r i b u t e d  n a r r o w l y  i n  m a n y  p a r t s  o f  t h e  m a p p e d  a r e a .  

Th is  bed  seems  to  be  lake  depos i t s  o r  r ive r  t e r races .  The  th ickness 

is  more than 70 m in Arimine.  

     Alluvium 

     I t  i s  d i s t r i bu t ed  na r r owl y  a long  t he  r i ve r  s ides .  

ECONOMIC GEOLOGY 

    In  the  a rea  mapped,  severa l  impor tan t  meta l  depos i t s  a re  found. 

They are Kamioka mine (comprises  ore bodies  of  Tochibora,  Mozumi 

a n d  S h i m o n o m o t o ) ,  Yo s h i k i  m i n e  a n d  N a g a t o  m i n e .  T h e  l a s t  o n e 

is  now stopped in mining. 

   T he  o r e  d e pos i t s  a r e  d i v id ed  i n t o  t wo  t y pes ,  l a rge  me t a soma t i c 

d e p o s i t s  i n  c r y s t a l l i n e  l i m e s t o n e  o f  H i d a  m e t a m o r p h i c  r o c k s  a n d 

s m a l l  h y d r o t h e r m a l  v e i n s  t r a v e r s i n g  t h e  M e s o z o i c  f o r m a t i o n s  o r  

F u n a t s u  g r a n i t i c  r o c k s .  O r e  b o d i e s  o f  To c h i b o r a  a n d  M o z u m i 

be long  to  t he  f o r mer  t y pe  and  t hose  o f  Sh imonomoto ,  Yosh ik i  a nd 

Nagato belong to the lat ter.  

   Tochibora and Mozumi 

   These are two of  the most  important  lead-zinc deposits  in  Japan. 

O r e  m i n e r a l s  a r e  m a i n l y  g a l e n a  a n d  z i n c b l e n d e .  G a n g u e  m i n e r a l s
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form two types  of  aggregat ion;  one comprises  hedenbergi te ,  epidote, 

c h l o r i t e  a n d  g a r n e t ,  t h e  o t h e r  c o m p r i s e s  c a l c i t e  a n d  q u a r t z .  T h e 

former  is  called  “Mokuji” ,  and the lat ter,  “Shiro ji”.  

    Content  of  metals  in  crude ore is  as  follows :  

                    Tochibora              Mozumi 

       Ag            43 g/t                         31  g/t 

       Ph          0.63 %                         2.4  %

       Zn          5.7   %                         8.6  % 

    Annual production in recent years is as follows (in crude ore):

                      Tochibora           Mozumi 

       1953        741,400t                  116,882t 

       1954        763,601                   122,513 

       1955        685,263                   122,624 

   B e s i d e s  l e a d  a n d  z i n c ,  b i s m u t h ,  c a d m i u m  a n d  g r a p h i t e  a r e 

also produced in these mines.  

   Shimonomoto  

   I t  i s  a  g o l d - q u a r t z  v e i n  w h i c h  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  m i n e r a l s  o f 

f r e ibe rg i t e ,  ga lena ,  z incb lende ,  cha lcopyr i t e ,  bou rnon i t e ,  e lec t rum, 

jamesonite,  arsenopyri te,  pyri te,  etc.  

   Content  of  metals  in  crude ore is  as  follows :

            Pb  4.5%       Zn  4.0%        Au  12g/t       Ag  1,400g/t 

   A n n u a l  p r od u c t io n  i n  r ece n t  yea r s  i s  a s  f o l l o ws  ( i n  c r u d e  o r e ) : 

1953                                     1,564 t 

1954                                     1,459 

1955                                     1,279 

   Yoshiki 

   I t  i s  a  m es o t h e r m a l  q u a r t z  v e i n  c o n t a i n i n g  z i n c b l e n d e ,  g a l e n a , 

pyri te,  arsenopyri te  and chalcopyri te.  

   Content  of  metals  in  crude ore is  as  follows :

            Au  2.8g/t       Ag  116g/t       Pb  1.3%     Zn  3.3% 
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   A n n u a l  p r od u c t io n  i n  r ece n t  yea r s  i s  a s  f o l l o ws  ( i n  c r u d e  o r e ) : 

1951                                  532 t 

1954                                  309 

    Nagato 

   I t  i s  a  h yd r o t he r m a l  q ua r t z  ve i n  con t a i n i ng  ga l ena ,  z i nc b lend e , 

chalcopyri te,  pyri te  and cerussi te.  

   Content  of  metals  in  crude ore is  as  follows :  

         Pb 4.2%       Zn 4.3% 

   Production in  recent  years  is  not  known.



     昭和 33 年 8 月 25 日印刷

     昭和 33 年 8 月 30 日発行

 工　業　技　術　院
　　                     著作権所有

  地　質　調　査　所

印刷者      田 　 中 　 春 　 美

印刷所    田 中 幸 和 堂 印 刷 所




